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議 事 日 程  （第４号） 

 

令和６年３月５日（火）午前10時開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．13番 佐原 佳美 

                   ２．15番 荻野 利明 

                   ３．３番 寺田  悟 

                   ４．11番 土屋 和幸 

                   ５．７番 滝本 幸夫 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開議 

○議長（馬場 衛） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、会議を開

きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。撮影

を許可した者には許可証を交付しておりますので、

御報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 昨日に引き続き、一般質問を行います。 

 本日の質問順序は、受付順により１番 佐原佳美

さん、２番 荻野利明君、３番 寺田 悟君、４番 

土屋和幸君、５番 滝本幸夫君と決定いたします。 

 初めに、13番 佐原佳美さんの発言を許します。 

  〔13番 佐原佳美登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、13番 佐原佳美さ

ん。 

○13番（佐原佳美） 13番 佐原佳美でございます。

通告に従いまして、主題１とそして市長の施政方針

演説への質問をさせていただきます。 

 主題１、障がい児者及び多胎児・多子世帯への支

援策について。 

 質問しようとする背景や経緯ですが、私は昨年の

６月議会一般質問において、地方創生臨時交付金の

追加・増額された価格高騰重点支援地方交付金の活

用について、各種の支援事業を提案しました。その

際の答弁で、臨時交付金での一時的な支援ではなく、

恒常的な市の施策として各種福祉制度を精査し、年

度末に向け見直しを図りたいとの主旨の回答をいた

だいた事業が幾つかありました。年度末を控え、各

種福祉事業の見直しの結果を伺いたいと思います。

また、日頃より障害児者の御家族から市へ要望され

ている事項についても、対応の進捗をお伺いしたい

です。 

 質問の目的は、課題となっている障害児者及び子

育て世帯への支援策の拡充を図ってほしいというこ

とです。 

 では質問事項。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○13番（佐原佳美） １番、昨年６月議会一般質問

ですが、障害児者の生活介護や療育訓練に市外に家

族送迎する車両への燃料費支援については、障害を

持たれる方全ての助成制度を精査し、見直しも同時

に進める中で、恒常的な支援について研究したいと

の健康福祉部長の答弁がありました。その後の検討

状況と今後の市の方針を伺います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いします。

健康福祉部長。 

  〔健康福祉部長 袴田晃市登壇〕 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 障害福祉サービスの現行助成制度につきましては、

本当に支援が必要な方に必要な支援が届くように、

障害者御本人、御家族の負担軽減を図ることを目的

に精査を進めているところです。 

 ６月の一般質問以降の改善点につきましては、障

害者福祉施設通所費助成制度の算出方法について、

距離の支給要件を直線距離から実走の最短距離に、

令和５年11月１日から見直しを行ったところでござ

います。 

 障害者福祉施設通所費助成制度の対象者となる皆

様からは、その他にも通所日数の緩和など様々な御

要望をいただいておりますので、他の制度や利用状

況とのバランスを考慮しながら、引き続き検討を進

めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） 検討を進めていただいており

ありがとうございます。距離の出し方を地図上の直

線と、本当に実際に走った距離の最短ルートとでは

随分違うと思うのでよかったなと、既にまた11月か

ら変更ということでありがとうございます。 

 ただ、医療的ケアが必要な方というのは、御存じ

のとおりとにかく体調が一番大事ということで、体

調により通院があったり、あるいは通院しないまで

も通所介護とか訓練などに通えない日があって、や

っぱり月10日の縛りっていうのがとても大変だとい

う声をいただいております。その辺の緩和、１回幾
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ら、通所１回に幾らの助成などというような検討は

できないものでしょうか。それとまた、実走という

のは往復なのか片道なのか、また教えてください。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 障害者福祉施設に通所されておりますが、月10日

未満のため助成制度の対象とならない皆様からは、

議員御意見のとおり、通所日数月10日以上の緩和に

ついて御要望をいただいているところでございます。 

 市といたしましては、先ほどの答弁と重複いたし

ますが、他の制度や利用状況とのバランスを考慮し

ながら、緩和について研究を進めてまいります。 

 また、実走距離につきましては、居住地から福祉

施設までの片道で判断するとしております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん、いかがですか。 

○13番（佐原佳美） ぜひとも研究を進めていただ

きたいと思います。その月の利用日数ですね。 

 湖西市のこの助成制度について、ちょっとそのよ

うないろいろな課題を私も利用者さんというか御相

談に乗らせていただいてる方などからお聞きするわ

けですけれども、他の市町のこの助成制度、福祉施

設への通所費の助成の状況というのはいかがなんで

しょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 今回、浜松市、磐田市、袋井市、掛川市、森町に

ついて確認をさせていただきました。湖西市と同一

の内容となっているのは磐田市、袋井市、森町で通

所日数は月10日以上、助成額は居住地から福祉施設

までの距離に応じ、月額1,000円から5,000円までの

５つの区分となっております。浜松市につきまして

は、移動手段を公共交通機関に限定されております。

また、年度内7,000円を上限という形になっており

ます。掛川市につきましては、移動手段を公共交通

機関と送迎用車両に限定され、運賃の２分の１で年

度内上限２万円となっております。そのようなこと

から、湖西市の助成制度につきましては、他市町の

状況と比べても遜色ない制度設計になっていると考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） ありがとうございます。浜松

市とか掛川市の公共交通機関に限定とか、そうなる

と本当に医療的ケアの方とかリクライニングの車椅

子の方たちが、利用するっていうのも大変困難なこ

とで、実際、出ないに等しいというこれはちょっと

聞いてびっくりいたしました。本当によいところも

自分たちでちょっと感謝しながらというか、行けれ

ばいいなというふうにも思いますが、ただ一番は先

ほども言った利用条件の10日ということの縛りかな

ということで、この件については分かりました。あ

りがとうございます。 

 では、続いてよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） ２番へ行ってください。 

○13番（佐原佳美） すみません、２番の前にちょ

っとこの続きなんですけど、その年度末までに私は

昨年の６月は地方創生臨時交付金の一時的な物価高

騰に対する支援策をいろいろ提案して、その中にこ

のガソリン代という、通所施設に行かれてる方の補

助をお願いしたわけですけど、恒常的に見直すとい

うことで、地図上の直線から実走に変わったわけで

すけれども、いろいろ精査しますというお話があっ

たんですけど、それ以外に見直したことはございま

すでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 日常生活用具の紙おむつの給付要件につきまして、

脳原性運動機能障害かつ意思表示ができないという

区分をしておりましたが、身体障害の下肢機能障害

により、移動が困難かつ意思表示ができない方まで、

令和５年11月30日に拡大をさせていただいてござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） その金額は、かつては高齢者

に対して月2,000円っていうのがあって、高齢者の

くくりが取れて、おむつ代を支給するというその市

単独事業の2,000円の意味ですか、別の給付があっ

たら教えてください。 
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○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 昨年11月に見直しを行いましたのは、地域生活支

援事業の中にあります日常生活用具給付メニューで

ある紙おむつの給付事業になります。湖西市単独で

実施をしております。今議員がおっしゃられました

月2,000円の紙おむつ購入費助成事業につきまして

は、支給対象者の拡大はしておりません。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） ありがとうございました。少

しずつ、本当に見直せるところからやっていただい

ているということが分かりました。 

 では２番に行きます。 

○議長（馬場 衛） ２番ですね、どうぞ。 

○13番（佐原佳美） では質問２、障害児者の中で

も医療的ケアを必要とする方々の生活介護や療育訓

練施設が市内には少ないということで、浜松市や豊

橋市、遠くは磐田市まで通所しなければならないと

いうそういう御家族の御意見を聞いて、昨年の６月

に送迎費、ガソリン代の負担などの助成を私は質問

したわけですけれども、これらの施設が湖西市にあ

れば、そんな遠くまでガソリン代使う必要ないんで

すけれども、その点、湖西市での増設とか誘致をす

る予定などはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 市内には栄養摂取や排泄などの医療的な生活援助

が必要な、いわゆる医療的ケアを必要とする方への

サービスを提供できる施設は限られております。適

切なサービスの提供が受けられず、やむを得ず市外

の施設を利用されている方がいることは認識をして

いるところでございます。また、障害者御本人、御

家族の皆様には相当な御負担をかけ、御不便な思い

をさせてしまっていることも十分理解をさせていた

だいております。 

 現在、策定を進めております第７期障害福祉計画

と第３期障害児福祉計画では、令和６年度から令和

８年度までの３年間の市内障害福祉施設の基盤整備

について、必要なサービス量を見込み、不足してい

る生活介護や、放課後等デイサービスなどの拡充を

目指すことを盛り込んでおります。さらに、今後は

重度障害医療的ケア児者の支援について考える集い

というのが、市内でも御家族の方が開催をされてお

りますので、そちらに参加し、関係される皆様との

話合いを持ち、市として何ができるのかを考えてま

いりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） 利用者さんとの懇談の機会が

できて今進めているということで、医療的ケアの対

象のお母さんたちからの要望で、令和４年から相談

されて実現しているというのは経緯を聞いておりま

すが、それはよかったなと、続けていっていただけ

ればいいなと思ってます。 

 本当に、私も介護現場に行ったときにいろいろな

デイサービスとかがどんどんできたけれども、だん

だん閉鎖していくっていうのを見て、なぜかという

とやはり人口が10万人以下のところではいろいろな

事業が成り立たない、産婦人科もそうですけれども

そういうのもよく分かります。人口規模から採算性

が取れないということとか、福祉人材がもうどの分

野においても少ないということで、なかなか市内に

施設を誘致したりつくるのは大変だっていうことは

あるんですけれども、少数の意見でもこのような方

たちがいらっしゃるということなので、研究を進め

ていっていただきたいと思います。 

 それで、先ほどすぐの整備は難しいけれども、医

療的ケアの方々から意見を聞いているという、重度

障害医療的ケア児者の支援について考える集いとい

うのが行われているということなんですけど、これ

らを行って、私も１回だけ市の公式ＬＩＮＥにこの

集いがあるってことが出たもんですから、参加させ

てもらったときには防災の要配慮者の避難支援をど

うするかっていうようなのを、ちょうど協議してい

るところへ行かせてもらったんですけど、何回かや

られてると思うんですけれども、どのくらい実施し

たのかっていうのと成果があったと思うんです。令

和５年度進めてきて、それを教えてください。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 
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○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 開催につきましては、令和４年度から開催をして

いただいております。４年度は２回、５年度は２月

までに５回開催し、３月の11日に６回目を開催する

予定となっているところでございます。 

 また、成果につきましては、障害者御本人や介助、

介護されている御家族が抱えている問題、主なもの

は生活介護事業所の確保・拡充、特別支援学校卒業

後の就労先が市内には少ないこと。先ほど議員もお

っしゃられましたが、災害時における支援体制の構

築などについてお話をお伺いできたことが成果と考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） いろいろお声を頂戴すること

ができたっていうのが成果ということですけど、そ

こから一歩踏み出して、何か先ほどの施設等の誘致

などにつながれば一番いいわけですけども、そこま

ではまだ発展した協議は市側としてはできてないと

いうことでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 先ほどもちょっと答弁させていただきましたが、

現在策定しております計画の中で、生活介護事業所

の拡充・拡大を図っていくというようなところの取

組を、令和６年から３年間で実施したいと考えてお

ります。ここに向けて、これからもこの集いに参加

をさせていただいて、御家族の皆様の御意見を聞き

ながら対応してまいりたいなと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） では、計画の中に御意見を盛

り込んで、生活介護事業所を令和６年度から３年間

で３か所増やしたいっていうのが、それ以外の事業

も御要望に応じた数字は入ってるとは思いますが、

ぜひ計画を実現できるようにしていただければと思

います。ありがとうございました。 

 では、３番に行きます。 

○議長（馬場 衛） ３番ですね、どうぞ。 

○13番（佐原佳美） 健康福祉センターおぼとに障

害児者とともに、今回もこの御意見いただいたのは

今言われた重度障害医療的ケア児者の支援について

考える集いに参加している方が、お子さんといいま

してももう19歳か20歳くらいの方なんですけど、一

緒に来たときにおむつ交換するベッド、ユニバーサ

ルシートがおぼとの中に一つもない、市役所のほう

にもないというところで困っているということで、

やはりいろんな障害を持った方が相談に訪れるおぼ

とですので、そこへのユニバーサルシートの設置を

お願いできないものかという御要望があるんですけ

ど、いかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 現在、健康福祉センターには各階に多目的トイレ

というのが２か所ずつ計６か所ございます。その中

には乳幼児、おおむね２歳半までのおむつ交換がで

きるベビーシートは設置されておりますが、乳幼児

以上の方が使えるものではございません。 

 議員御指摘のユニバーサルシートの設置につきま

しては、健康福祉センターという施設の性格から設

置すべきものであると考えますので、できるだけ早

い段階に１か所設置できるよう、検討を進めてまい

ります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） ありがとうございました。１

つでも本当に声が届いて実現できているって、実現

に向かっているということが分かりました。ありが

とうございます。 

 では、同じことなんですけど、この医療的ケア児

者の御家族より湖西病院へも受診するんだけれども、

湖西病院のトイレにも大人がおむつ交換できるユニ

バーサルシートがどこにもないということで、以前、

投書箱に要望を入れたそうなんですが、一向に設置

されないと。湖西病院も絶対必要ではないかと思う

んですけど、いかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えいたします。 

 言われてるとおり、残念ながら当院でもベビーシ

ートのほうはユーティリティートイレには設置され
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ているんですが、このユニバーサルシートの設置の

ほうはされておりません。ただ現実、運用面で御指

摘をいただいて、そういう機会があるときには看護

師長に申し出ていただいて、今、注射室だとかある

いは救急室だとかが空いてるときに、そちらの空間

を使ってそのような処置をさせていただいていると

いうことで、運用面で今はカバーをさせていただい

ている現状です。昨日もありましたが、新病院に向

けてそういった施設の整備というのも頭に入れなが

ら、考えていきたいなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） ありがとうございます。新病

院も、いつかは分からないっていう昨日の答弁もご

ざいましたけれども、やはり設計のときにしっかり

今度は入れていただきたいということと、それとな

かなか申出っていうのも、何回も行ってて申し出て

る方はいいかもしれないんですけど、どこか貼り紙

でもしていただいて、大人用のおむつ交換台が必要

な方は言ってくださいみたいな、そんな表示もして

いただければ声がかけやすいかなと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 では、４番に行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○13番（佐原佳美） 多胎児や多子家庭への物価・

光熱費高騰対策費支給については、これも６月の地

方創生臨時交付金の活用で、多胎児や子供さんが多

い家庭への光熱費の支援を伺ったときに、伴走型子

育て支援を意識して進めていく、これは令和４年の

12月ぐらいに、11月末にまだこども家庭庁ができて

なかったんで、厚労省から出た支援の仕方ですけど

も、子育て期のどのステージの負担が大きくて不安

があるのかも考えながら、湖西市の施策として特色

ある支援の仕方を研究して、充実させていくという

こども未来部長の答弁でした。その後の検討の結果

と市の方針をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） こども未来部長。 

○こども未来部長（鈴木祥浩） お答えいたします。 

 産前産後の家事支援サービス利用料を助成する事

業において、多胎児のある家庭が利用した場合の補

助については、通常の補助上限額の２万円に5,000

円を上乗せして２万5,000円に引き上げて実施して

いるところでございます。 

 また、多子家庭への支援としては、第３子以降の

子を対象に、中学校、高等学校等の入学時の経済的

支援を行う制度を新たに設けるものとして、新年度

予算に計上させていただいております。 

 さらに、産後の授乳で悩んでいる母親が多く、従

来の産後ケア事業では、市外の病院に通うことが大

変という意見があったことから、多胎児のある家庭

や多子家庭に限定するものではありませんが、令和

６年度から授乳相談事業として産後２か月頃までの

産婦に対して市内で利用できる利用券を配布して、

湖西病院の助産師外来や在宅助産師の訪問で行う授

乳相談事業を実施することも計画しているところで

あり、子育て支援に関する恒常的なものとしていけ

るような市の施策の充実に努めておるところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） ありがとうございました。多

子世帯とか、またそういう双子ちゃん三つ子ちゃん

という多胎児の御家庭へのこの物価高の、食料品が

上がるだとか電気代が上がるっていうようなことの

話で、今新年度事業として第３子以降の中学、高校

入学時の補助制度を設けますという、他市に例を見

ない思い切ったというか、うれしいニュースを今い

ただきましたが、新聞報道にもありましたけれども、

さらに湖西病院の助産師外来などを利用する授乳相

談のことも今言っていただいて、いろいろ研究して

いただいてるなっていうのは分かりました。 

 再質問としまして、本当に三つ子ちゃんとか双子

ちゃんっていうと、もちろんばらければ一緒だって

言いますけれども、一気に２倍のお金、３倍のお金

が入園・入学に必要とされるということは大変な負

担だと思うんですけれども、その前に小学校への入

学時の補助をしないのはなぜかをお聞きします。 

○議長（馬場 衛） こども未来部長。 

○こども未来部長（鈴木祥浩） お答えいたします。 

 今回の中学校・高等学校等の新入学のステージを
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対象としたのは、学校指定の制服、それからシャツ、

体操服、通学かばん等、必ず用意しなければならな

い学用品等が多額となることから、多子世帯の経済

的負担の軽減を目的として新たに始めるものでござ

います。 

 小学校入学の場合も、ランドセルや学用品費の用

意で多少費用がかかることはとは思いますけれども、

指定品等が少なく、家庭によってかかる費用にも多

い少ないの差があることから、今回は対象外とさせ

ていただいております。 

 小学校入学につきましては、今後の状況、義務教

育に対する国の対応状況等を見ながら、バランスを

見て今後の検討課題かなというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） 教科書なんか高校に上がると

きには、高いお金を払った覚えがありますので本当

に助かるだろうなというふうに思います。小学校に

関しては、中学、高校よりも費用が少し少ないんで

はないかということで、対象にしなかったというこ

とを理解しましたが、国もこども家庭庁もいろいろ

検討していると思いますので、その出方を見て一緒

にこうしていっていただければと思います。 

 そして今、ちょっと思いがけず授乳相談のことも

言っていただいたもんですから、ちょっとお聞かせ

いただきたいんですけれども、いろいろな新年度予

算に関しての資料を頂いた中で、授乳相談などの産

後ケアが低価格でできるような利用券を発行すると

いうことでしたけど、利用される方の御家庭の自己

負担はどのくらいかかるのかというのと、何回分の

券がもらえるのかというのを教えてください。 

○議長（馬場 衛） こども未来部長。 

○こども未来部長（鈴木祥浩） お答えいたします。 

 まず、自己負担でございますが、湖西病院の助産

師外来で、その授乳相談の券を利用した場合には自

己負担1,000円ということ、それから在宅の助産師

さんがお宅へ訪問した場合には、自己負担は2,000

円というふうな形で今想定をしております。 

 それから、利用券の枚数でございますが、この新

しい制度の目的が、今まで従来行っている産後ケア

事業を使いやすく、気軽に使っていただくというこ

との取っかかりの部分もありますので、そういう目

的でやっております。まずは、１枚１回分を配布さ

せていただいて、利用につなげたいということで考

えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） ありがとうございます。産後

ケアも令和４年度に訪問型の産後ケアが始まってか

ら、本当に何倍にも利用者が伸びたっていううれし

いお知らせをいただいたんですけど、その後、令和

５年度はそれほど伸びてないっていうようなお話も

ちょっと先日聞いたりしたもんですから、本当にせ

っかくある１歳までの産後ケアを利用していただけ

る、日帰りで5,000円とか１泊２日で１万5,000円と

いう、せっかく湖西市が国基準で早くから用意して

いる、このサービスにつながっていただくための本

当にきっかけになるなと思います。最初、この資料

を拝見したときに、産後２か月までって言って、乳

房なんて助産師さんに聞いたら、断乳するまでが乳

房ケアだっていうような話も聞いて「えっ」って思

ったんですけど、でも今部長がおっしゃられたよう

に、本当に従来の産後ケア事業の活用を促すいい起

爆剤になるんじゃないかなと思いました。とてもい

い取組だと思いました、ありがとうございます。 

 ちょっと気になるのが、ここで湖西病院の産後ケ

ア外来だと自己負担は1,000円、在宅で訪問型を開

業している助産師さんを利用すれば2,000円という

ことですけども、もちろん助産師さんとか湖西病院

には１人6,000円とか幾らとかってちょっと分かり

ませんけども、そのお金を払うと思うんです。自己

負担は1,000円と2,000円だっていうことなんですけ

ど、これは国が伴走型で母子手帳をもらう届けをし

たときに５万円、それから出生届で５万円で10万円、

経済的支援をしますよっていうその10万円の使い道

としてそこから引かれちゃうお金なんですか、そこ

を教えてください。 

○議長（馬場 衛） こども未来部長。 

○こども未来部長（鈴木祥浩） お答えいたします。 
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 伴走型の経済的支援等の５万円、５万円、合計10

万円というのはそのままありまして、そこから引か

れるということではなくて、それとは別に産後のケ

アの事業として上乗せしてきっかけとしていくとい

うことに使えますので、そこの10万円から減るとい

うことではございません。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） ありがとうございました。本

当に、市単独の上乗せということで大歓迎です。あ

りがとうございます。 

 あと感想ですけれども、先ほども言いましたよう

に双子ちゃん、三つ子ちゃんが同時にお金が出るっ

ていうことに対しての、何か支援があればなってい

うのはちょっと残念に思います。でも中学、高校へ

入学する方々への用品の助成制度がこれからスター

トするということで、それも本当にうれしいことで

はありますが、ちょっと同時に出費する方への支援

策はまた研究していっていただけたらと思います。 

 では、５番に。 

○議長（馬場 衛） ５番目ですね、どうぞ。 

○13番（佐原佳美） 障害児の幼稚園、保育園の入

園や入学手続に関して、兄弟、姉妹と一緒の園に入

園できない場合や、就学時には支援級か通学級かな

どの決定がスムーズに運ばないというような声が続

いています。障害を持っているお子さんの御家族が、

就園・就学するときの手続が、浜松市なんかと比べ

たら遅いという声を聞くわけです。浜松市は、例え

ばスムーズに行かないというのはどういうことかっ

ていうと、浜松市は小学校の支援、特別支援学級へ

進もうという際には診断書は要らないと、でも湖西

市は診断書を持ってこいと言われると、そういう療

育に関わっている先生の受診予約から予約して３か

月後にようやく受診できて、そこから少し通って診

断書を書いてもらってっていっても、すごく途方も

ない時間がたって、前年の夏ぐらいから皆さん準備

はしてるんですけど、どうしても隣の浜松市と比べ

てしまったりして、湖西市の手続が遅いっていう声

を聞くわけですけど、新年度に向けての手続の現状

はいかがなものでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをいたします。 

 幼稚園や保育園への入園する際には、障害のある

お子さんの程度だとかあるいは現れについて、それ

ぞれのお子さんごと異なるものでありますので、直

接お子さんの様子を見させていただいた上で、個別

に相談を受けております。 

 個別の対応が必要なお子さんで、命だとかあるい

は身体の安全を保障することが極めて困難な状況に

ある場合、こんな場合には相談の中で保護者の付添

いをお願いすることもございます。 

 園から小学校に就学する際には、園でお子さんの

現れを把握し、保護者と園が相談する中で特別支援

学校への進学や特別支援学級への入級をすることが、

お子さんの実態から適していると考える場合には、

園から市の就学支援委員会に諮って、市として就学

先の判断をしております。その結果については、園

を通して保護者に証明をしております。 

 なお、特別支援学級の自閉・情緒学級に入級する

場合には、自閉症等の診断書ということを先ほどお

っしゃいましたけども、必要とするということで進

めているところであります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） では、どんな方でも診断書を

ということではなくて、自閉症を疑われるというか、

その行動などを見ていてその症状に似ているなとい

う方たちには確定診断をもってということで、浜松

市との違いは何なんでしょうか。浜松市が診断書を

要らないで、特別支援級への配置を決めているとい

うことと湖西市の違いです。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 浜松市との違いは、政令市

と静岡県というところの違いもあると思いますけれ

ども、浜松市は単独でルピロですか、そこで診断を

してそちらへ入っていくと。こちらは、その診断書

を持って県のほうに申請をしていくというところで、

多少違っているというところはございますけども、

なければ絶対ってことじゃなくて、市の就学支援委

員会にもお医者さんは入ってますので、そんなとこ
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ろでそういう判断が下されれば、指導等はあると思

います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） ありがとうございました。就

学支援委員のメンバーを勉強してなかったので、で

もお医者さんが入ってるっていうことなので分かり

ました。どうしても政令市との違いっていうね、ス

ケールの違いは仕方ないところがあります。 

 では、これに引き続いて再質問ですけれども、今

後、令和７年度の入園・入学に際して、この春では

なく来年、発達に課題のあるお子さんの園や学級選

びを相談する場は、令和６年度からリニューアルし

ていくという、元の新所幼稚園の子育て支援センタ

ーが相談する中心的な場所となると思うんですけど、

スムーズなコーディネートがそこではできると期待

したいのですが、いかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） こども未来部長。 

○こども未来部長（鈴木祥浩） お答えいたします。 

 こども未来課の発達相談支援担当は、保育士、保

健師、心理士などの多職種による相談を受け、その

内容に応じて関係する機関につなげたり、必要な支

援や情報を提供できるようにする役割を担っていき

ます。令和６年度、中途からになると思いますけれ

ども、旧新所幼稚園でリニューアルされる子育て支

援センターで行うわけですが、一方、入園・就学の

事務的な手続や幼稚園・保育園、それから学校の施

設整備、人的整備については教育委員会が行うなど、

それぞれの役割はございます。 

 新所に開設する子育て支援センターでは、発達に

関する保護者の不安を初期の段階で解消し、入園・

就学等にうまくつなげるための初期支援をしていく

という役割をこども未来部のほうで担います。 

 それから、令和５年度のこども未来課の発達支援

係においては、園や事業所でも円滑な就学支援が実

施できるようにすることを目的として、幼児教育課、

学校教育課と共同で情報を共有する会を職員向けに

実施いたしました。今後は、希望する保護者さんも

対象に、入園先・就学先などの選択、入金の際の選

択の参考となるような情報が共有できるようにして、

不安の解消を図っていきたいと考えております。情

報を共有する会を保護者向けにも開催して、さらに

充実させることで、関係機関との連携やつなぎとい

った点でも成果が期待できるものと考えております。 

 こども未来課としましては、発達に課題のあるお

子さんの初期支援の役割を担っていくことを明確に

示しながら、分かりやすい発達相談支援を心がけて、

幼児とその保護者さんへの支援を丁寧に実施してい

きたいと考えております。 

 また、議員がおっしゃるように、就園・就学時に

向けた一連のスムーズなコーディネートということ

も、実現することも目標の一つとして進めていかな

ければならないわけですが、こども未来部だけの目

標ではなく関係部署、関係機関の連携、協力体制が

不可欠でありますので、その点についてはこれから

の湖西市の課題であると感じているところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） 今初めて新所幼稚園の後の子

育て支援センターで、就学について情報を共有する

会、機能がスタートする前に、既に職員向けに発達

に課題のあるお子さんの研修会をしたということで

すか、この就学についての情報を共有する会という

ところで。 

○議長（馬場 衛） こども未来部長。 

○こども未来部長（鈴木祥浩） お答えいたします。 

 令和５年度中に一度開催しております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） ありがとうございます。今後

は保護者に、とにかく発達に課題のあるお子さんを

お持ちで、本当にいろいろな節目で不安がたくさん

な御家族に対して、初期の段階で支援していく場に

なるんですよということで、今も丁寧に寄り添って

いきたいという意味のことをおっしゃいましたが、

就学について情報を共有する会の構成メンバーって

いうのはあるんでしょうか。先ほどは幼児教育課と

か学校教育課とか、関係するところと連携していく

ということではありましたが、ほかに先ほど言った
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保育士だとか保健師だとか心理士だとかそういうこ

とを指すのか、ちょっともう一度御説明をお願いし

ます。 

○議長（馬場 衛） こども未来部長。 

○こども未来部長（鈴木祥浩） お答えいたします。 

 情報を共有する会というふうに言っておりますが、

まずはこども未来課のほうが主となって主催という

形で、あと教育委員会の幼児教育課、学校教育課と

共同で、まず職員の中の情報共有をしていこうとい

うところで、その三課が主となって開催いたしまし

た。 

 対象となる人的なところですが、年長児のクラス

担任や特別支援教育のコーディネーター、それから

園において就学に係る相談等を実施している職員

等々、それからあと関係機関との連携を図るという

意味もありますので、就学支援に関係する部署、地

域福祉課もそうですが、あとは浜松こども園だとか、

きらりだとかクローバーだとか、その辺にも案内を

差し上げて、参加しませんかというところで開催し

ております。 

 それから、保護者さん向けにというところですが、

その辺は今後令和６年度から新たに始めるというこ

となので、そのメンバーに加え保護者さんに声をか

けてやっていくということで、がっちりと何とか協

議会だとか運営協議会だとかそういうくくりではな

くて、まず始めてみようというところで始めており

ますので御理解をよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） ありがとうございます。本当

に、私が令和２年とか３年とかその辺に、当時、幼

児教育課が教育委員会の３階にあって、子育て支援

課がおぼとにあって、障害を持って、一般の御家庭

もそうですけども本庁の３階に来たりおぼとに行っ

たりしてっていう苦情を聞いて、ワンフロア化して

もらったんですけれども、ワンフロア化だけで共有

というのがなかなかできてなかったりして、同じフ

ロアに子育てに関する課が移ったとしても、またい

ろんなところへ行ってしゃべって一緒ではないかっ

て、不満を聞いたこともあるんですけれども、こう

いうことでますます情報共有が図られて、利用者さ

んがスムーズにいろんなところに行っても、共通の

情報を持った方たちがそれこそスムーズに対応でき

るという基礎をつくっていただいてるということで、

ありがとうございます。 

 私がやはり医療的ケアの方たちのお母さんから言

われたのは、多胎児のときもそうなんですけれども、

やはり先輩ママとか先輩パパとか、その当事者の親

御さんというのがすごく、こう言っちゃあ何ですけ

ども、新任の職員が新たにその障害児の制度を勉強

するよりも多くの情報持っている、どこの病院がい

いだとかどこの施設がいいだとか、こういう機関が

あるとか国の制度がこういうのあるとか、新所幼稚

園跡に発達支援ができる、子育て支援センターがで

きた暁には、私たちが交替で行って相談員になって

もいいですよなんて声もあるくらいなんです。そう

いう先輩の保護者の助言を受けるような会とか、そ

ういうのも企画してもらえたらと思うんですけど、

いかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） こども未来部長。 

○こども未来部長（鈴木祥浩） 答えいたします。 

 令和６年度から保護者向けに行う情報共有会とし

まして、その内容として今予定している中に、特別

支援学級にお子さんが在籍している保護者の方の体

験談を話していただくだとか、保護者同士の座談会

だとかそういうことも行う予定をしておりますので、

今議員がおっしゃったような内容のことは話される

ということも想定しております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） ありがとうございます。本当

に、地域福祉課でも障害がある方たちの御家族の声

を聞く、あるいは御本人の声を聞く場を設けてもら

ってますけれども、同じような取組というか、保護

者同士の意見交換という場は本当に設定してもらえ

るとすごく有意義だと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 主題１の障害児及び子育てに関しての質問は以上

です。 

 主題２に移ります。市長施政方針についてです。
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市長の施政方針演説を拝聴し、詳細内容を確認した

いので、背景と経緯ですがお伺いいたします。 

 質問の目的は、市民の福祉の向上をニーズに即し

て推進してほしいということからです。 

 質問事項は、令和６年度予算案の概要で、市総合

計画４つの柱の中の②結婚、出産、子育て、教育に

ついてというところで１題の質問になりますが、湖

西病院の助産師外来や在宅助産師の訪問により、身

近な場所で、気軽に乳房ケアを含む授乳相談が低料

金でできる利用券を配布とありました。湖西病院の

助産師外来の拡充とうれしく思いました。既存の産

後ケア事業と連動して利用促進されることを期待し

ます。さらなる産前産後ケア事業の拡充について、

市長のお考えをお伺いします。 

 今、前段の低料金で授乳相談がということは思い

がけずこども未来部長のほうから詳しい説明を聞く

ことができて、本当にちょっとよかったというとこ

ろで、市長からは総合的なというかお話を、方針を

いただければと思います。よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 もうすみません、こども未来部長がほぼ答えてく

れたという認識でいたんですけれども、施政方針で

申し上げたとおり、湖西病院の助産師外来もそうで

すし、だんだんやっと始めることができて、連携協

定を結んでから始めることができて、これからさら

にこういった内容の充実を図っていくということか

なと思いますし、せっかくなのでもう少し、さっき

総合的にというお話だったので、やはり子育てや妊

娠、結婚からですけれども結婚、妊娠、出産、子育

て、これは子供さんが大きくなるまでですけれども、

ライフステージごとの支援の充実ということを職住

近接のために申し上げさせていただいております。 

 今、議員からもあった５万円、５万円のそういっ

た制度もありますけれども、市独自でということで

先ほどこども未来部長からあったように相談利用券

を配布させていただくということは先ほどのとおり

で、これから始めさせていただきたいと思っており

ますし、こういったものをそこからさらに従来の産

後ケアのきっかけとしていただいて、充実をさせて

いくというふうになっていくといいかなというふう

に思っているところです。また、産前という意味で

は、これも予算のときに申し上げさせていただきま

したけれども、不妊治療の分も同じこども未来部の

担当のほうで、非常にこの１年かけて極めてよく考

えてくださいましたので、不妊治療の助成を国とか

県のところで支援が行き届かないところ、例えば不

妊治療の治療回数の制限がある中で、その回数をオ

ーバーした分に関して市が助成するですとか支援す

るですとか、そういったところの市としての上乗せ

といいますか、拡充のところは今回創設させていた

だきましたので、こういったものをライフステージ

の中での子育て支援に、充実させていきたいなと思

ってます。 

 また、例えばですけれども産前の中ではママライ

フバランスの大倉昌子さん、市のアドバイザリーボ

ードにも入っていただいてますけれども、この前、

産前ケアとしての夫婦ワンチームの子育て、今名古

屋市なんかでやっておられますけれども、こういっ

たものの湖西市での取組なんかも御提案をいただい

てますので、これは今すぐということではないにし

ろ、こういったできることから始めていくと、こう

いった産前産後ケアの充実から子育て支援というラ

イフステージの、切れ目のない支援を充実させてい

きたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○13番（佐原佳美） ありがとうございました。不

妊治療のことも聞きたかったんですけど、ちょっと

はしょっておりましたが、これも思いがけず聞くこ

とができまして、国や県の制度以上の回数の上乗せ

とか、年齢制限のこともあるのかなという気もしま

すが、前も言いましたけど他の市町がやってからや

るんだよという話が、湖西市が先行して他の市町で

ないものをできる市になってきたというのがとても

うれしく、また誇りにも思います。そうは言いまし

ても、なかなか医療的ケア児を含む障害を持ったお

子様を育てている、また同時に双子ちゃん、三つ子

ちゃんを育てているという大変な子育てに、日々追

われている方たちへの本当に寄り添う支援というも
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のを、現場の声を聞きながら一つ一つ私たちも代弁

して訴えますので、ぜひとも取り入れていっていた

だきたいと思います。 

 よくよく聞けば、決して湖西市がすごく遅れてい

るわけでもなく、もっと使いにくい、語弊もありま

すけども、湖西市よりもちょっと経済的にも少ない

かなという支援を実施されている市町もありますの

で、何も全部感謝していきましょうというつもりは

ありませんけれども、ありのままに受け止めて、さ

らに市の財政も、裏づけとなるものもなければ事業

はスタートできないので、そういうことも市民とと

もに考えながら、またそういう広報も市民の中に市

長さんもまたお呼びして、話してもらう機会なんか

もつくっていきたいなと私も思いますけれども、本

当に湖西市がワンチームで、いろいろな方に取り組

めるようにしていきたいと思います。新年度もまた

よろしくお願いいたします。 

 以上で、私の一般質問は終わります。ありがとう

ございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、13番 佐原佳美さん

の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とさせていただきます。再開を11

時10分、11時10分とさせていただきます。 

午前10時56分 休憩 

───────────────── 

午前11時10分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 次に、15番 荻野利明君の発言を許します。 

  〔15番 荻野利明登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、15番 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） 15番 荻野利明。私は、日本

共産党を代表して一般質問を行います。今回も２つ

の点について質問をいたします。私の場合、１時間

もかかりませんので、どうかよろしくお願いをしま

す。 

 まず１点目、公共施設におけるトイレの洋式化に

ついて質問いたします。 

 質問しようとする背景や経緯、和式トイレは高齢

者や妊婦にとって負担であり、転倒のリスクもあり

ます。高齢化がますます進む中、公共施設のトイレ

も洋式化を進める必要があり、整備は急務と考えま

す。 

 質問の目的、各家庭でも洋式トイレが当たり前に

なっています。早急な整備をしていただきたいと思

います。 

 質問事項１点目、現在、公共施設のトイレの洋式

化はどこまで進んでいるのか伺います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。企画部長。 

  〔企画部長 安形知哉登壇〕 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 トイレの洋式化率につきましては、男性用の小便

器を除いたトイレの総数1,170基のうち洋式トイレ

は626基で、洋式化率といたしましては現在53.5％

となっております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） ありがとうございます。 

 それでは２点目。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○15番（荻野利明） 現在も洋式トイレの整備は進

められていると思いますが、整備計画のようなもの、

これはあるんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えします。 

 現在、洋式トイレに特化いたしました整備計画は

ございませんが、湖西市公共施設再配置個別計画に

掲げております施設の大規模改修や建て替えに合わ

せ、計画的に洋式トイレの整備を進めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） ちょっとこの間、話をしてい

たときもそうなんですけども、公共施設でも全部洋

式化しちゃうとよくないと、和式も必要だと、私そ

んなふうに思ってなかったんですけども、全部洋式

化でいいと思っていたんですけども、これから整備

するに当たって、和式のトイレというのは残してい

くんですか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 
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○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 今後の整備につきましては、やはり洋式化の率と

いうのは上げていきたいと思っておりますが、この

和式のトイレにつきましても利用される方、特に不

特定多数の方が利用する公共のトイレにつきまして

は、洋式の便座に抵抗感があるという方も少なから

ずいらっしゃいますので、その辺りはちょっとバラ

ンスを取りながら整備をしていきたいと考えます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） 洋式化する整備計画というも

のは特にないということなんですけども、公共施設、

特にグラウンドとかそういったところだと、今後も

整備する計画もないわけですから、いつまでも和式

ばっかと、何年もこれからも残るというふうになる

と思うんですけども、その辺はどう考えてますか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えいたします。 

 公共施設、いろんなグラウンドとかいろんな施設

あると思いますが、それぞれのトイレの改修につき

ましては、施設の所管課で今対応しておりますので、

まずトイレの利用の状況へ、洋式トイレの充足率、

その辺りもよく状況を把握いたしまして、あとやは

り使ってる方からいろんな声があると思いますので、

そちらの声も踏まえまして、今後その改修について

はこの個別計画に計上する以前に、個々に対応して

いくことも可能かと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） 私は洋式があればいいと思っ

ていたんですけども、そうじゃないと言うんですの

で、和式も残す必要があるんじゃないかなというふ

うに思いました。とにかく、今洋式というのがどこ

の家庭でもありますので、ぜひその辺も頭に入れて

やっていただきたいと思います。 

 それから、ちょっと学校のほうは全部洋式化しち

ゃいますか、和式を残していくのか。急に聞いてす

みません。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 この前、補正予算を認めていただいた新居小学校

の南校舎についても、全て洋式化にしていくという

ことで進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） じゃあ、子供は洋式というの

は必要ないと、和式、ごめんなさい。必要ないと、

私もそう思いますけどね、子供らというのは。分か

りました。 

 じゃあ２点目。 

○議長（馬場 衛） 主題２に行ってください。 

○15番（荻野利明） じゃあ、２点目の質問をいた

します。 

 質問しようとする背景や経緯、道路や河川の清掃、

草刈り等の維持管理については、道路河川愛護事業

など、地域住民の協力によるところも大きいと思い

ます。こうしたところでも人口減少、高齢化が進み、

これまでのような協力を得られるとは限りません。

同時に、けがの発生も考えられます。作業に当たっ

ては、より慎重にしていただくとともに、手厚い補

償体制の必要性を感じています。 

 質問の目的、高齢化が進む中、いつまでも地域住

民の協力を得られるとは限らない。今のうちから対

策を考えておく必要があると思います。 

 質問事項、道路河川愛護事業の実施状況を伺いた

いと思います。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 道路河川愛護事業の令和５年度の実績は、39自治

会で64回実施していただき、参加者は１万6,941人

でございました。また、新型コロナ感染症拡大以前

におきましては、例年２万人を超す参加をいただい

ておりましたが、令和２年度、３年度には新型コロ

ナ感染症の影響によりまして、１万人を下回る参加

者となりました。令和４年度につきましては、新型

コロナ感染症の行動制限が残る中であっても、１万

5,485人の参加をいただきました。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） この自治会の皆さんにやって
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もらってるわけなんですけども、そういう自治会の

ほうからどんな声が出てるか分かりますか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 自治会のほうからは、

やはり高齢化によりまして斜面やのり面、草刈り機

を回すに危険と思われるようなところ、そういった

ところがちょっとできかねるというお話であったり、

時として側溝の蓋を上げて清掃していただいたりも

してますけども、やはり重たくてちょっと厳しいな

というようなお声をいただいております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） 今けがの話というのもありま

したけども、この辺の補償というのは十分ですか。 

○議長（馬場 衛） ２番目の質問ということで都

市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 道路河川愛護事業では、参加者御自身がけがをさ

れた場合の総合補償保険と、参加者が第三者に損害

を与えてしまった場合の損害賠償保険の２種類の保

険に加入しております。 

 総合補償保険の内容は、死亡及び後遺障害が上限

350万円、通院は１日当たり3,000円の補償金で上限

90日まで、入院は１日当たり5,000円の補償金で上

限180日でございます。損害賠償保険の内容につき

ましては、対人補償が１名につき１億円、１事故３

億円が上限、対物補償は１事故1,000万円が上限と

なっております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） 私、保険のことは詳しくない

もんで、十分だと考えていますか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 今のところ十分ではないかというふうに思ってお

ります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） じゃあ、３点目に行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○15番（荻野利明） 先ほども言いましたけども、

人口減少、高齢化が進み、これまでのように地域住

民の協力が得られなくなることも想定されるわけで

すが、市として今のままでも大丈夫だと考えている

のか、市としてどのように考えているのか教えてく

ださい。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 人口減少や高齢化につきましては、今後ますます

深刻化する問題であるというふうに考えております。 

 現状でも高齢化問題だけではなく、各自治会それ

ぞれの事情によりまして、道路愛護では実施できな

い、しきれないなど様々な御相談をいただいており

ます。このような状況においては、市にて対応して

きているのが現状でございます。 

 道路河川愛護事業は、地域住民の参加による美化

運動により、道路や河川の愛護思想の普及啓発を図

る事業でございます。自分たちの住む地域を自分た

ちの手でより美しくすることで、地域への愛着と連

帯感が生まれ、安全で快適な環境づくりが進むもの

と考えております。 

 今後もできる限り、自治会をはじめとする市民の

皆様方の御理解と御協力をいただき、多くの皆様に

参加していただきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） 確かに、部長の言われるとお

りだと思うんですけども、それは周りに子供らもた

くさんおるからそう言えるんですよね。今の本当に

高齢化した、子供も少ないそんな中で、きつい仕事

をやらなきゃならないというのは本当に負担だと思

うんです。さっき、住民が何と言ってるかというと

こで今の話をしてくれなきゃね。 

 令和４年で１万5,000人、これでこのまま推移で

きると思いますか。私はやっぱり本当に高齢化、私

の住んでる三ツ谷でも昔は若かったんですけどね、

みんな。本当に年取ってきて、今はまだ大谷川の清

掃もできますけども、本当に近い将来できなくなる

んじゃないかなというふうに思うんです。その点で、

大丈夫かなという心配があって質問したわけなんで
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す。大丈夫ですか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 大丈夫かと言われま

すと、私どもも若干の不安は持ってるところでござ

いますが、これで人口が減ってきてなかなか作業を

していただける方が少なくなってきますと、その分

を道路管理者、河川管理者、我々のほうで予算取り

をして、業者さんに頼んでやっていくというふうに

なっていくと思われますので、できるだけその状況、

今じゃなくてもっと何年も先になるように、我々と

しては啓発活動を行いまして、皆様で参加していた

だき、よりきれいなまちを目指していきたいという

ふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） 分かりました。じゃあ、よろ

しくお願いします。部長もいつまでもいるわけじゃ

ないもんで、その辺は市長お願いします。 

 以上で終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、15番 荻野利明君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 次に、３番 寺田 悟君の発

言を許します。 

  〔３番 寺田 悟登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、３番 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） ３番 寺田 悟です。主題、

大きく３つありますが順次質問させていただきます。 

 主題、指定避難所の施設点検及び環境整備につい

て。 

 質問しようとする背景や経緯、今年、元旦の１月

１日午後４時10分、能登半島地震が発生しました。

年末から能登のふるさとに帰省していた多くの方々

が、家族、親族と実家で団らん中に被災しました。

そして、多くの方々がお亡くなりになり、また多く

の方々が現在も避難生活を余儀なくされています。

亡くなられた方々の御冥福をお祈りしますとともに、

被災された多くの方々に心よりお見舞い申し上げま

す。一日も早い復興を願っております。 

 当市からも発生直後から現地へ救援、救助派遣さ

れた消防職員の皆様、その後の復旧・復興支援に派

遣された市職員、上下水道課職員の皆様、ボランテ

ィア市民の皆様、復興支援協力団体や企業の皆様に

は、その御苦労に心より感謝申し上げたいと思いま

す。 

 能登半島地震発生から約２か月がたちました。市

幹部の皆さんも、連日の報道や派遣職員からの報告

などによって、様々な問題が浮き彫りになり、新た

な課題が見えてきたことと思います。 

 その中の一つに、指定避難所での長引く避難所生

活があります。自宅を倒壊や火災で失ってしまった

事情があり、親族に身を寄せることができない、遠

くの二次避難所へは行きたくない、地元を離れたく

ない、仮設住宅への入居を待っているなど、様々な

事情により一次避難所にとどまっている被災者の

方々もいます。湖西市の場合、令和５年１月発行の

湖西市地域防災計画、これによりますと小中学校の

指定避難所数15か所、全収容人員１万6,895人、そ

のうち小中学校の体育館の収容人数は3,530人とな

っています。湖西市の人口約５万8,000人に対して、

収容人数が非常に少ないように感じますが、建物の

延べ床面積を１人当たり６平方メートルで計算し算

出したもので、避難生活できる施設が少なく、延べ

床面積が限られている以上、仕方のないことだと理

解できます。しかし、その小中学校の中には校舎や

体育館、その附属施設が老朽化や故障などにより満

足に使用できないところがあります。一例を挙げま

すと、岡崎小学校の体育館、天井照明の全30基中の

８基が球切れでつかない。大型の掃き出しガラス引

き戸全６か所は隙間風が強く、床運動用のマット２

枚を重ねても吹き飛ばされるような状態です。天井

の吹きつけ塗料がはがれて落ちてくる、体育館のト

イレは旧式のまま、体育館の駐車場出入口は狭く、

３ナンバー普通車でも切り返しを要し、給水車では

とても入れる広さではありません。校舎においても、

外壁の劣化や手すりの腐食など危険な状態が見受け

られます。避難所としてだけでなく、子供たちの学

びやとしての環境を考えても、現状放置、改修・修

繕の後回しはいかがなものかと考えます。 

 質問の目的ですが、当市の指定避難所の点検や修
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繕の状況を明確にするとともに、必要な環境整備の

推進を図り、いつ発生してもおかしくない南海トラ

フ巨大地震に対する市民の防災意識向上に資するこ

とを目的とします。 

 そこで質問です。能登半島地震は元旦に発生し、

年末から帰省中の多くの方々が被災し、指定避難所

の収容可能人数を大きくオーバーしたそうです。こ

のように、想定を超える人数の避難が必要になった

場合、どのように対応するのか伺います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。危機管理監。 

  〔危機管理監 山本健介登壇〕 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 災害発生時においては、自宅が安全である場合に

つきましては在宅避難をお願いしたいと考えており

ます。自宅での生活が困難な場合は、指定避難所へ

の避難となりますが、指定避難所の収容人数が超過

した場合につきましては、必要に応じて公共施設や

地域の公民館などを避難所として開放するなどの対

応を考えております。 

 また、避難者の状況によりましては、県や協定締

結自治体等との協力をお願いいたしまして、広域避

難等を検討いたします。 

 以上であります。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） ただいまの答弁では、在宅避

難、これをできる方はしていただくということなん

ですが、この湖西市地域防災計画、これの後ろのほ

うに被害予想というものが説明されております。そ

れによると災害時、全壊が6,600棟、半壊が6,000棟、

そして人的被害については最大死者数が4,300人、

重傷者400人、軽傷者1,100人、このように想定がさ

れております。 

 また、一次避難所ごとに対象地区名や収容人数等

が記載されていますが、その対象地区の居住人口や

世帯数の記載まではされていません。対象地区人口

に占める収容人数の割合も分かっていません。各地

区の避難人数の想定はしているのでしょうか、もし

対象地区の方々がその地区の指定避難所に避難して

も、既に収容人数がいっぱいですということでほか

に行ってくださいとなるということにはならないの

か、その辺をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 まず全体、各地区の被災状況につきましては、避

難者数については詳細なものは出しておりませんが、

県のほうの第４次地震被害想定のほうで、そちらの

二次報告だったと思いますが、そちらのほうで全部

の指定避難所の収容人数に対しまして、例えば１日

目だったらどれくらい過不足があるのか、１週間だ

ったらどれくらいなのか、１か月だったらどれくら

いなのかという試算のほうがシミュレーションされ

ております。その中で、南海トラフ巨大地震の基本、

地震動は陸側、津波はケース１というパターンがご

ざいますが、そちらのほうでは１日目では7,335人

が避難所の全収容人数に対して不足してるよ、それ

から１週間だと5,205人ですよというような試算が

されております。 

 こちらは、今申しましたとおり１日目の数字、そ

れから１週間目の数字での試算でございますので、

しかも地区ごとではございませんので、市全体とい

うことにはなりますが、少なくともそれぐらいの間

につきましてはすし詰めの状態になるかもしれませ

んが、指定避難所での生活になるか、もしくは最近

ですと市内の企業様、事業者様とも協定を結ばせて

いただいておりまして、災害時には駐車場を開放し

ていただいて、車中避難ができるようなスペースも

取らせていただいているようなところがございます

ので、そちらのほうを使っていただくなどして対応

するというような形になろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） あらゆる場所ですね、今おっ

しゃいました企業とかそういう事業者さんの駐車場

をお借りして、車中泊ができるようにしていただく

ということでお願いいたします。 

 ですけども、その車中泊も大変苦難を要するもの

と思いますので、いろいろな施設、そういったこと

も検討をお願いしたいと思います。 

 ２つ目。 
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○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 小中学校施設の点検や修繕は、

どのように行われているのか伺います。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 点検については、建築基準法に基づき有資格者に

よる法定点検を年１回行っているほか、市の公共建

築物点検マニュアルなどに基づく、施設管理者によ

る点検も年２回行っています。 

 修繕につきましては、予算の中で優先順位をつけ

て計画的に対応をしております。また、突発的な修

繕については、緊急度に応じ補正予算等にて対応を

しているところです。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 避難所である校舎、体育館は

被災者がしばらく避難生活をする生活の場所である

という目線で、足の不自由な高齢者や車椅子使用者

の方やバリアフリーの目線でも、施設の点検や不良

箇所の早急な修繕を必要と思います。ましてや大震

災はいつ発生するか分かりませんので、当然予算と

いうことも必要かと思いますけども、できるだけ早

く修繕できるものは修繕するという前向きな姿勢で

お願いしたいと思います。 

 高額な委託料を支払って、公共施設マネジメント

による包括施設管理業務委託、こういうのをされて

ると思いますが、こういったところからもいろいろ

そういう不備な報告があると思いますが、そういっ

たものについて現地に行って確認するというような

ことはしてるんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 まず点検、先ほど答弁させてもらった点検でも不

具合の指摘事項があった場合は、例えば防火シャッ

ターの不具合だとかそういったものについては、安

全を早期に確保するという観点から、補正予算等で

対応をさせてもらったり、あとは学校現場からここ

がちょっと故障しちゃったよとか調子悪いよといっ

た場合には、教育委員会に連絡が入って直ちに担当

職員が現地に赴いて、現場を確認して修繕の対応が

必要だという判断をしたら、軽微なものについては

すぐに対応しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 先ほども冒頭にも説明いたし

ましたけども、小中学校の体育館の修繕、特に今は

空調設備の設置、これがよく問題になっております。

トイレの洋式化、先ほどの先輩議員のお話もありま

したけども、トイレの洋式化など指定避難所となる

施設の環境整備の改善について、早急な対応が必要

と思いますが、その市の考えをお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 質問の３番目に入ってるんで

すが、それでよろしいですか。 

○３番（寺田 悟） それでお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） では３番目ということで、教

育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 小中学校体育館における空調設備の設置や、トイ

レの洋式化などの整備につきましては、教育環境や

災害時の指定避難場所としての観点からも、必要性

は十分認識しているところです。 

 市としましては、児童生徒が直接勉学に関わるこ

とが多い校舎内の整備を優先しておるところで、現

在、校舎内の空調設備は全校普通教室は整備済み、

特別教室も一部整備済みとなっています。また、ト

イレの洋式化も計画的に進めているところで、今後

も教育環境の改善に努めてまいります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 今回の能登半島地震において

も、災害関連死が多く報告されております。その中

でも、高齢者が低体温症により死亡する割合が多か

ったと聞いております。また、トイレの数が少ない

上、水洗が使えない、洋式ではないなどの理由から

水分補給を抑えてトイレを控えるなどして、健康が

悪化した例もありました。足の不自由な高齢者や車

椅子使用者が校舎まで行く、階段を上がるというこ

とは無理だと考えますが、その点はいかがでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 
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○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 体育館のトイレ、それから校舎内でのトイレは洋

式化を進めているところなんですが、それ以外にで

も災害の際には仮設トイレの備蓄であったり、あと

は危機管理課のほうで業者さんとトイレのリースな

んかの協定も結んでいると伺っておりますので、震

災後、発災後何日間はちょっと御不便をおかけする

かと思いますが、その後はトイレのほうも充足して

くるのではないかと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 校舎のほうは順次計画して進

めてるということですが、体育館のほうでも仮設ト

イレ、リース、そういうことも十分考えられますけ

ども、できるだけ早く進めていただくようにお願い

いたします。 

 次、４つ目お願いします。 

○議長（馬場 衛） ４番目ですね、どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 小中学校施設の大規模修繕な

どについては、公共施設再配置個別計画により定め

られており承知しておりますが、指定避難所として

の使用も踏まえ、改修・改善の時期を見直す考えは

あるのか伺います。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 改修の時期につきましては、それぞれの学校施設

の現状と大規模修繕等の必要性、さらには財政負担

も踏まえた上で総合的に判断していかなければなら

ないと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 大規模修繕の短期実施事業、

長期実施事業、そういったもので計画を順次されて

いるというのはよく分かっておりますが、最長で長

いものですと2045年までかかると、特にこの岡崎小

学校、岡崎中学校、新居中学校はその長期のほうに

含まれております。ですけども、実際にそういった

最初に申し多様な不具合が既に生じておりますので、

そういうとこも鑑みて、いろんな検討をこれからお

願いしたいと考えております。 

 その中で、校舎の先ほども説明がありましたが、

校舎の空調設備は全小中学校においてほぼ完了して

いると聞いておりますが、体育館の空調設備はいま

だ手つかずの状態だということで、昨年の夏の連日

の猛暑、今回の能登半島地震や1995年の阪神・淡路

大震災のように冬の厳寒時における発災、空調設備

のない避難所生活が過酷になることは容易に想像が

できます。指定避難所での劣悪な環境により体調を

崩し、お亡くなりになるようなことがあれば、これ

は災害関連死であることは言うまでもありませんが、

修繕やその改善ができるものを後回しに放置してい

たために亡くなったとなれば、それはもはや作為に

よる人災です。災害から助かった命が、市の対応の

遅れでその後に命を落としたとなれば大問題だと考

えます。そういった点も踏まえていかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） お答えします。 

 体育館への空調設備の設置というのは、十分理解

しているところでありますが、まず今の財政状況と

か鑑みますと、あれもこれもあそこもここもと一遍

にというわけにはなかなかいきませんので、まずは

児童生徒が学校にいる間、長くいる校舎内の例えば

今進めている長寿命化あるいはトイレの洋式化、こ

ちらのほうを順次進めていきまして、そこも途切れ

ることなく、まずは進めていきたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 順次進めていくということで

すが、当然、本格的なそういう施設の設置というこ

とはかなりの予算がかかることは当然分かっており

ます。ですから応急的な措置、少しでも改善できる

ようにお願いしたいと思います。例えば電球の球切

れ、それだったら電球を替えると。お伺いしたのは

天井、高いところにあって足場を組んでやらなけれ

ばいけないと、ですから１つ、２つ替えるのではな

くまとまって替える、それまで電球がたくさん切れ

るのを待ってるというような状態だというふうにお

伺いしました。ですけども、必ず照明は天井から当

てなきゃいけないというわけではありません。臨時
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に、サイドのちょっと高いところから補助的に当て

てそれを賄うとか、隙間風が入るならそこのとこを

何かして隙間風が入らないようにするとか、そうい

った応急的な処置はできると思います。そういうこ

とをしていただくというお考えはないでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育次長。 

○教育次長（鈴木啓二） 応急的にというか、軽微

なそういった修繕については予算の中で対応できる

ものはしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） ぜひとも、そういった応急的

な処置、軽微なもの、とりあえずということで少し

でも万が一のときに対応できるようにお願いしたい

と思います。 

 現在、危機管理課が中心となり、各部署と連携し

て防災計画の見直しをしているとこだと思いますが、

誰一人取り残さない避難支援のためにも施設のバリ

アフリー化も含め、指定避難所の整備を早急に進め

ていただきたいと考えております。 

 2011年３月11日発生の東日本大震災から間もなく

13年がたちます。いまだに地元へ戻れず、避難生活

をされている方が多く見えます。 

 私たちは、大災害の教訓を生かして次の災害に備

えなければなりません。市の早急な対応を今後も期

待しております。 

 主題２のほうに。 

○議長（馬場 衛） 主題２ですね、どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 主題２、ブロック塀など、撤

去事業の推進及び擁壁の耐震化に対する補助制度の

導入について。 

 質問しようとする背景や経緯、2016年４月の熊本

地震の際に、ブロック塀倒壊により男性１名が亡く

なり、女性１名が重度後遺障害を負いました。2018

年６月の大阪府北部地震では、当時９歳の女子児童

と80歳の高齢男性が倒壊したブロック塀の下敷きに

なり死亡するという惨事があり、当時、大きく報道

され、ブロック塀の危険性が注目されました。 

 また2020年２月、神奈川県逗子市の市道で道路沿

いの擁壁斜面が突如崩落し、当時18歳の女子高生が

亡くなるという惨事がありました。この崩落は、地

震発生時や大量降雨後の発生ではありませんが、長

年の風雨劣化により耐えられなくなった擁壁斜面が

崩落したものです。 

 今回の能登半島地震においても、家屋倒壊ととも

に道路沿いのブロック塀が倒壊して道路を塞ぎ、救

助活動や支援物資搬送の妨げになり、その撤去作業

に苦労したと聞いております。また、一般ボランテ

ィアの方が倒壊家屋の片づけ作業中に、ブロック塀

が倒壊し、その下敷きになって亡くなるという作業

事故が発生しました。市民の生命・身体・財産を守

るとともに、円滑な救助救援活動、救援物資の輸送

を搬送をするためには安全の確保が最重要です。脇

道や一本奥に入った裏道には、多くの危険箇所が存

在しています。防災・減災には家屋の耐震化と併せ

て、ブロック塀や擁壁の耐震化を強く推進すること

が必要と考えます。 

 当市においても他市町と同様に、ブロック塀など

撤去補助事業「湖西市ブロック塀等撤去事業補助金

制度」がありますが、その対象がコンクリート塀、

石塀、れんが塀、その他これに類する塀と限定され

ており、石垣やコンクリートブロックなどの擁壁は

含まれていません。湖西市内の石垣などの擁壁を見

ると、擁壁に亀裂、継ぎ目のずれ、斜面の膨張、地

盤沈下、路面亀裂などが生じている危険な状態を何

か所も見ることができます。市街地において、擁壁

が崩壊した場合、大きな被害が発生することは火を

見るよりも明らかです。人が生き埋めになったり、

家屋が押し潰され、閉じ込められた場合の救助活動

は困難と時間を要することになります。また、その

復旧には多額の費用も必要となります。災害・惨事

の未然防止と復旧・復興費用の軽減のためにも、危

険なブロック塀などの撤去事業を推進するとともに、

新たに石垣などの擁壁の耐震化に対する補助制度を

導入することにより、市民の安心・安全につながる

と考えます。 

 質問の目的、危険なブロック塀などの撤去事業を

推進するとともに、石垣などの擁壁の耐震化に対す

る補助制度を導入することにより、市民の防災意識

の向上と地域社会全体の耐震化による防災・減災の



１２２ 

安全対策に資することを目的とします。 

 そこで質問１つ目です。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 湖西市ブロック塀など撤去事

業補助制度の利用状況を伺います。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 令和５年度の利用状況は、現在までに10件の申請

があり、そのうち８件が撤去を完了し、残り２件が

３月中旬までに完了する予定でございます。 

 また、過去３年間の実績は、令和２年度が13件、

令和３年度が15件、令和４年度が12件でございます。 

 なお、補助金制度の問合せや相談につきましては、

能登半島地震発災前と後では特段変化は見られず、

１週間に１件程度でございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 今、過去の状況を御説明いた

だきました。 

 ２番目に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 湖西市ブロック塀等撤去事業

補助金制度の利用促進について、現状と課題を伺い

たいと思います。 

 市のほうからいろいろ印刷物、こういったものが

あります。それにこのようなブロック塀の倒壊パン

フレット、これは住宅耐震ですけど、そういった安

全なことのいろいろパンフレットもありますけども、

こういったものもいろんな箇所に、施設に設置して

広報してると思いますが、その辺も併せてお願いい

たします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 利用促進の状況につきましては、防災への関心が

高まる９月、12月、３月の防災訓練に合わせまして

市役所だよりや広報こさいで利用を促しております。

また、毎月１回実施しております耐震性能を満たさ

ない昭和56年以前の木造住宅へ、耐震化を促す臨戸

訪問時におきましても、危険と思われるブロック塀

などがございましたら、併せて補助金制度の説明を

しております。 

 課題といたしましては、補助金の利用者が年間10

件程度でとどまっているということでございます。

引き続き、市民の防災への関心が高まっているこの

時期にさらなるＰＲを実施して、倒壊による災害の

防止に努めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 防災訓練の際、そういった広

報、周知を図っているということでありますが、た

だいま私がお見せしたこういったパンフレット、説

明書が市役所３階に、建設住宅課の前に並べて市民

の皆様に手に取って見ていただくように置いてある

んですが、こういったブロック塀についてもこの耐

震診断のやつについても、こういったパンフレット

というのは他の市の関連施設にも設置してあるんで

しょうか。１階の市民課の前を見てもこういうのが

見当たらないんですが、こういったことをもっと市

民の方の目に触れるような形で配布、そういったこ

とは検討されてないんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 パンフレット配架につきましては、今後考えてい

きたいというふうに考えております。 

 ブロック塀のパンフレット、手元にカラー版のき

れいなやつが御用意ないもんですから、カラーコピ

ーなりを取りまして、役所関連施設のほうに置いて

いきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 分かりました。できるだけ、

早急に対応をして利用促進につながるような広報を

していただきたいと思います。 

 ３つ目に行きます。 

○議長（馬場 衛） この２番は終わりで。 

○３番（寺田 悟） ２番は終わりです。 

○議長（馬場 衛） それでは、質問の途中ですが

ここでお昼の休憩といたします。再開を13時とさせ

ていただきます。再開は13時です。 
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午後０時02分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開しま

す。 

 引き続き、３番 寺田 悟君の一般質問を行いま

す。主題２、質問要旨３番目からとなります。寺田 

悟君、どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 引き続いて質問させていただ

きます。３番目の質問です。沿道の危険なブロック

塀や石垣などの擁壁を、市として把握してるかどう

か伺います。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 ブロック塀につきましては、平成21年度から平成

23年度にかけてブロック塀等実態調査を実施し、通

学路や緊急輸送路及び主要な道路沿いのブロック塀

は把握しております。また、平成30年度には大阪府

北部地震で小学校のプール沿いのブロック塀が倒れ、

小学生が下敷きになったことに伴い、教育委員会が

主体となり、小中学校の通学路沿いのブロック塀な

どの緊急点検を行っております。 

 なお、石垣や擁壁については、建築基準法におい

て工作物の確認申請が提出されているものにつきま

しては、台帳にて把握をしております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） ブロック塀の調査、平成21年

から23年並びに30年、それ以降は調査をしてないと

いうことでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 調査はしておりませ

ん。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） ブロック塀の危険な倒壊防止

のため、いろんな制度があるのは承知しております。

ですけども、石垣についてはいまだ整備されてない

ということであります。石垣も高さのあるものもあ

って、大変古いものですと亀裂が入っていたりとい

うことで、大変危険な通学路に面したところもあり

ます。市の職員、担当者が市内全域を巡回・調査す

るというのは大変ですけども、自治会を通じて各町

内会で調査・報告してもらうとか、現在、市のウェ

ブサイトで各通報の制度があります。道路の陥没と

かそういうのも通報していただいております。そう

いったものを利用して、危険箇所を常に早期把握す

るように努めていただきたいと思っております。 

 次の質問に行きます。 

○議長（馬場 衛） ４番目ですね、どうぞ。 

○３番（寺田 悟） ４番目です。横浜市など、崖

地の防災対策工事に対する補助制度を設けている自

治体もありますが、当市においても石垣等の擁壁の

耐震化に対する補助制度を導入する考えはないか伺

います。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 擁壁につきましては、建築基準法や宅地造成等規

制法等の基準に基づき築造されているため、擁壁の

所有者などが維持管理をしっかり行っていれば、安

全なものであるというふうに考えております。よっ

て、現在のところ補助制度の導入は考えておりませ

ん。 

 現状湖西市では、さっきの質問にもございました

けども、湖西市ブロック塀等撤去事業と湖西市緊急

輸送路沿道ブロック塀等安全確保事業、こちらのほ

うに県からの補助金を活用しまして、危険なブロッ

ク塀のない安全で美しいまちづくりを目指している

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） ブロック塀についてはよく理

解しております。ですけども石垣、崖、実際に大震

災が起きれば崩落事故がしっかり起きて、輸送路を

塞いだり道路を塞いで集落の孤立化も招いておりま

す。 

 横浜市では、こういった擁壁に対する崖崩れ防止

の制度があります。また、国交省においても要件は

ありますけどもそういう交付金の制度もあります。

そういったことをよく活用して研究していただいて、
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横浜市の場合は市民の方が自分でチェックできるよ

うなシートも用意して、防災に対する関心を高めて

いただくような方策を取っております。 

 先ほどもおっしゃいましたけども、民有地であれ

ば当然所有者や管理者が第一責任者であることは言

うまでもありませんが、やはりいろいろな経済的事

情などにより困難な場合、こういった場合は公共の

福祉とか市民の安全面から、自治体が手を差し伸べ

るのは当然なことだと考えます。横浜市以外にも横

須賀市、仙台市、船橋市、長崎市、その他の自治体

でも既に擁壁に対する補助金制度があります。湖西

市は人の命を大切にする市である、災害に強いまち

である、誰一人取り残さない防災の市である。安心

して湖西市に定住してくださいと胸を張って言って

いただけるように、危険な擁壁に対する市の安全対

策を考えていただきたいと思います。 

 じゃあ、以上で質問を終わります。 

○議長（馬場 衛） それでは、次の質問に移って

ください。 

○３番（寺田 悟） 主題３、施政方針についてと

いうことで市長にお伺いします。 

 全国的に多くの市町が人口減少、少子高齢化の問

題に苦慮してる中、市長は令和６年度予算案につい

て働くまちから働いて暮らすまちへつなげるための

予算とし、湖西市総合計画４つの柱を説明されまし

た。 

 その中の１つ目、安全・安心、医療福祉では災害

に強いまちづくりについて、県と連携し、新居弁天

海釣り公園の堤防の強靭化や源太山急傾斜地崩壊対

策事業など、安全対策を継続し行います。ハード・

ソフト対策を総合的に組み合わせ、市民の命や財産

を守っていきます。市役所庁舎については、ＤＸ推

進などと併せ、「行かない・書かない」市役所をは

じめ、継続し、利便性を向上した住民サービス提供

のため、安心・安全な庁舎建設について検討する。

若手職員による新庁舎建設検討プロジェクトチーム

や、新庁舎建設による市民アンケートの内容、デジ

タル庁をはじめ、関係者からの窓口ＤＸアドバイザ

ーからの先進的なアドバイス、視察を踏まえ、来庁

者の視点、職員の視点、双方から目指す庁舎につい

て検討を重ね、令和６年度に新庁舎建設基本計画の

作成を進めると説明がありました。 

 また、３つ目の産業振興では、土地利用の一体的

推進のため新たな住宅用地の確保、バッテリーパー

ク北側の地区で新幹線をまたぐ道路の整備と地域の

面整備を一体的に推進する浜松湖西豊橋道路インタ

ーチェンジ予定地の周辺について、工業用地の開発

可能性調査を継続し、多くの需要に応えるなどとも

説明した上で、結びに職住近接のため引き続き全力

投球してまいりますとおっしゃいました。湖西市に

おいても人口減少が進み、北部地区及び白須賀地区

では小中学校の統廃合問題が上がり、学校再編検討

委員会が組織され協議が行われるとあります。 

 質問の目的。 

○議長（馬場 衛） 寺田議員、ここでお知らせし

ます。残り時間が少なくなっておりますので、よろ

しくお願いします。 

○３番（寺田 悟） 湖西市における人口減少対策

として、子育て世帯が安心して安全に移住定住する

ことができる環境の整備について、確認することを

目的とします。 

 １問目。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 新庁舎建設計画について、現

在パブリックコメントを実施している湖西市役所庁

舎建設基本構想において、候補地が２つに選定され

ていますが、この２か所のうちどちらかなのか、ま

た候補地の選定については市民の意見を十分に踏ま

えたものかをお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 施政方針いっぱい、もう一回言っていただいてあ

りがとうございます。質問の内容と随分乖離してる

ので、何が質問なのかなと今ずっと考えて聞いてた

んですけれども、確かに最後のほうで公共施設が触

れたのでその質問かなと思ってお答えさせていただ

きます。 

 新庁舎に関しては、今議員からもあったとおり若

手のプロジェクトチームとか、今回、構想を様々な

方々にも考えていただきました。その前に、やっぱ
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り七、八年前からの市民会議をやって構想日本さん

だとか湖西高校生、新居高校生とかと複合施設の検

討をして、それから場所を絞り込んだりしていたと

ころが、コロナ禍があって改めての市民会議で複合

施設から新居地域センターのリニューアル、バリア

フリー化ですとかこの消防防災センター、市役所と

いった順番で今なってきたという経緯を御理解いた

だいて、その中で候補地が構想の中で２か所示され

たというふうに認識をしております。これは、どち

らかというのは２か所示しているんで今のところ２

か所ですとしかお答えのしようがありませんので、

これからまた今年度もより絞った計画をつくってい

きますので、その中でお示しをしていくということ

と、あえて市民の方々のというのはこの前アンケー

トをやっていただいて、それも構想の中に入ってい

たと思いますけれども、この市役所に近いところだ

とか利便性がいいだとか、アクセスのしやすさだと

かそういったアンケートがあったというふうに記憶

しておりますので、そういったものを踏まえながら

これから候補地も含めて着々と進めていきたいと考

えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 市民アンケートなんですが、

全体からしてもかなり少ない人数と聞いております。

再度アンケートのし直しをして、たくさんの市民か

ら意見を聞くというようなお考えはありませんでし

ょうか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 少ないかどうかはすみません、どういう基準で少

ないと思われたのか分かりませんが必要なら、これ

からまだ計画も立てていきますし、その中で今パブ

コメの話も出ましたけれども、様々なお話を聞く機

会はあろうかと思いますので、アンケートなのかど

ういった形式なのかというのは、これからまたやっ

ていくのかなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） ぜひ広い視点に立って、候補

地をさらに広げてしっかりと練っていただきたいと

思います。 

 ２番目よろしいですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 新たに賃貸住宅の建設促進の

ための奨励金制度創設、これはとてもよい政策だと

思います。バッテリーパーク北側地区の面整備及び

浜松湖西豊橋道路インターチェンジ予定地周辺の、

工業用地開発可能性の調査について、職住近接の実

現に向けた両地区の宅地開発整備、こういったこと

もするお考えはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 おっしゃるとおりで、用途地域がありますんで、

これはバッテリーパーク周辺だとか今の浜松湖西豊

橋道路インターチェンジ周辺だとか、これから様々、

都市計画のマスタープランも見直しておりますから、

その中でどこを工業用地にするのか、どこを宅地に

するのかということは、しっかりと描いていきたい

と思っております。もう既に、宅地増加ということ

は従来から申し上げておりますし、この前の予算の

ときでもそうですけれども、数年前につくった宅地

の増設のためのインセンティブ、奨励金に関しまし

ては、多分今月１つ案件として発表ができますし、

あと３つぐらい新所原地区が分かったと記憶してま

すけれども、新所原や鷲津駅の周辺で今合計４か所

ぐらい、たしか宅地造成の計画が進んで公表の準備

をされているというふうに聞いております。今年さ

らに、いわゆる戸建てだけではなくて賃貸住宅向け

の宅地増加の奨励制度も創設させていただきました

ので、宅地増加をこういった形で増やしていきたい。

また、これはあくまでも市街化区域、まさに王道と

しては市街化区域を埋めないと市街化調整区域が基

本的に広げて、市街化区域を広げられませんのでそ

ういったまずは真っ当な、これは国や県に対しても

そうですけれども、こういった政策で宅地を増やし

ていく。他方で、この前に予算のときにも申し上げ

ましたけれども、市街化調整区域が全く建てられな

いと、そこはそこのコミュニティの維持に支障があ

るということで、来年から優良田園住宅制度を開始



１２６ 

するなどして、市街化調整区域でも全部とは言いま

せんけれども、これから家が建てられるというよう

な制度も含めて両面からやっていきたいというふう

に考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 最後にもう一つお伺いします。

浜松湖西豊橋道路インターチェンジ予定地周辺の工

業用地、これはどの辺を考えてみえますか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 インターチェンジ周辺だと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） これからその辺りも調査を進

めて検討していくということでよろしいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 おっしゃるとおりで、もう既にこの前の土地利用

の利活用の推進本部でもそうですけれども、今ある

今示されてるようなルート帯の周辺でということで、

例えば大森の地区だとかそういった地区は、もう従

来から地元も含めてお話をさせていただいてますの

で、そういったことも計画的に進めていきたいと考

えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） ありがとうございました。 

 北部地区、あと白須賀地区の人口増加、少子高齢

化対策、学校再編につながるような職住近接政策も

期待しております。 

 よろしくお願いいたします。これで質問を終わり

ます。ありがとうございます。 

○議長（馬場 衛） 以上で、３番 寺田 悟君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

 次に、11番 土屋和幸君の発言を許します。 

  〔11番 土屋和幸登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、11番 土屋和幸君

どうぞ。 

○11番（土屋和幸） 11番 土屋和幸です。よろし

くお願いいたします。私は、自治会の関係を質問さ

せていただきます。 

 自治会役員・民生委員・保健推進員の業務につい

てということで背景や経緯でございますが、３月は

自治会の役員、保健推進員との役員改選の時期でご

ざいます。この時期になりますと、役員の成り手不

足で自治会の役員の皆さんが大変苦労してる状況は、

御存じのとおりでございます。 

 質問の目的ですが、いつの時代でもそうかもしれ

ませんが、近年特に地域社会が崩壊していく傾向が

強いようです。内閣アンケートでも、今後自治体が

取り組むこととして行政からの依頼事項の見直しが

最多の回答を得た上でお伺いをいたします。 

 ここ10年で、自治会の会員は全国で７％減少して

いるというお話でございます。そうしたことを踏ま

えて、きれいごとだけでは難しいので市も一緒に考

えてほしいことから質問をさせていただきます。 

 まず１番目ですがいいですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○11番（土屋和幸） 市から自治会へ依頼する業務

について、現状と今後見直しの予定があるかどうか

をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。市民安全部長。 

  〔市民安全部長 山本健介登壇〕 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 市から自治会へ依頼している業務や委員等につき

ましては37件あり、依頼はその都度、所管課からさ

せていただいております。 

 見直しにつきましては、直近では令和３年度に実

態調査を行い、負担軽減について各課と調整をして

おりますが、次回は令和６年度中に実施する予定で

あります。また、毎年各課へ依頼事項削減の呼びか

けも行っておりますので、今後もこうした取組を継

続して実施してまいります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○11番（土屋和幸） ありがとうございました。今

部長のほうから37件という件数がございましたが、
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こういったときに市の外郭団体のようなものも入っ

てるかどうかを教えてください。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） 先ほどお答えいたし

ました37件につきましては、市の内部だけのもので

ございます。ただ、今後は市が把握してる範囲にお

きまして、社会福祉協議会とほかの公共団体等から

の依頼についても調査を行ってまいりたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○11番（土屋和幸） ありがとうございます。ただ

いま部長のほうから社会福祉協議会のお話もありま

したですけども、例えば社会福祉協議会の会費の徴

収とか日赤の社費、共同募金、歳末助け合い事業を

集めるのも自治会のお仕事というふうになってきて

いると思うんですけども、こういったことについて

部長のほうはどういうふうにお考えか、ちょっとお

伺いします。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 先ほどから議員もおっしゃられているとおり、自

治会のほうにもいろんなことを、市以外からもお願

いしてる実情がございます。これにつきましては、

やはり少しでも負担を減らしていきたいなというこ

とも考えておりますので、そういう他団体につきま

しても、今後は自治会の意向をこちらからお伝えさ

せていただくとともに、削減についても依頼をして

呼びかけ等を行ってまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○11番（土屋和幸） ただいま部長のほうから説明

があったですけども、私が申し上げた社会福祉協議

会の会費とか共同募金、そういったもろもろのお金

が自治会の会費の中に含まれて徴収してるケースも

あるわけですが、そういった場合は納めてる方が日

赤の社費ですよ、共同募金ですよって納めてる人が

十分理解しいただいておればいいですけども、そう

いうこともなくて自治会の会費として納めるってい

うことがどうなのかな、またこういうふうに問答無

用で会費で納めるというのは、ある意味、税金の二

重取りということも考えられると思うんですけども、

その辺の見解はいかがですか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 税金の二重取りかどうかっていう問題につきまし

ては、ちょっと自分のほうからは何とも言い難いと

考えますが、ただ徴収される側の立場としまして、

その地域の住民の方々がこれが何の費用であるのか

ということが理解できるように、徴収してもらうべ

きかなというふうに思いますので、そういった意向

が市民に広く分かるような形で徴収依頼をしていた

だくように、我々のほうとしても各団体のほうへお

伝えしたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○11番（土屋和幸） 分かりました。そういった自

治会のほうでこれはこれですよ、これですよという

お金だということを十分に趣旨できるようするのは、

自治会の役目なのかお願いしたほうの役目なのか、

そこらもはっきりしていただかないと、自治会のほ

うでこのお金はこういうお金ですよっていうことを

説明して、徴収するということを自治会にお願いす

るのか、受け取る側がそうなのかということがある

ですけども、その辺はどうですか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） どのような方法が一

番ベストなのかということについては、今後考える

余地があるかなというふうに思っておりますので、

少なくとも依頼をする側が、これは市のほうであっ

てもほかの団体もそうであると思いますが、依頼す

る側、きちんと相手に伝わるように説明すべきこと

であるというふうに思いますので、それができるよ

うなやり方をきちんと取れるように、各団体のほう

にもお願いをしたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○11番（土屋和幸） 部長のおっしゃるとおりだと

思うんですよ。私の聞くところによると、何でこの

お金を集めるんだっていう組長さんとか町内会長さ
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んからのお話が、各自治会にあるところもあるみた

いなんですけども、自治会長さんにしてみれば今年

は何とか穏便にっていう話で抑え込むじゃないんで

すけども、そういった形で進めてる例もあるので、

それと税金の二重取りかどうかは答えられないって

おっしゃったですけども、誰が答えられるですか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 税金自体を納めるのは、各市民の方々が市役所の

ほうから発出する納税通知書なりなんなりで納める

べきものでありますので、それを別の方法で徴収す

るという方法は今はもうないと思っております。で

すので、それについて私のほうでお答えすることは

できません。すみません、受け取り方の問題だと思

いますので、そちらについてはお答えすることがで

きません。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○11番（土屋和幸） 正直に言って、部長のほうか

らすればそれが精いっぱいのお答えだと思います。

そういうことをお願いする人が、筋道を立ててお願

いをしていただかないとこういうふうにお金を、例

えば共同募金でも目標額を1,000万円余を立てて、

これを各自治会に分散してやるっていうこの目標額

って一体何なのって思ってしまうので、どんなこと

でもそうですけど筋を立ててもらわないと困るかな

と、これは部長の責任でも何でもないんで、そうい

う関係団体の方によく申し入れていただくというこ

とで、社会福祉協議会の会費なんかでもそうですけ

ど、部長が言われたように市から出てるわけじゃな

いんで、市から出てないものを自治会がそこまで真

剣にやらなきゃいけないのかっていうのもあって、

非常に大変なお金ですから、毎年、組長とか町内会

長とか自治会の役員は代わっていくので、まあいい

やで流れていくんですけども、そういうことのない

ようにお願いいたします。 

 また、これは健康福祉部長に聞かなきゃいけない

んですけども、そういった形で社会福祉協議会との

関わりがあるんですけども、市と社会福祉協議会の

つながりって一体どういうふうに説明すればよろし

いですか。 

○議長（馬場 衛） 土屋議員、質疑通告外のとこ

ろの質問になっちゃうもんですから。 

○11番（土屋和幸） ちょっと関連でお願いします。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長よろしいですか、

健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 以前にも御質問いただきまして、市と社会福祉協

議会の関係はということですが、地域福祉を進める

ためには社会福祉協議会は必要不可欠な団体である

と考えております。半公共団体と言ってもよろしい

かなと思いますが、ここと連携をしながら進めると

いうようなところになるかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○11番（土屋和幸） そうしますと、社会福祉協議

会は市の関連団体だという認識を今いただきました

ので、前回も質問させてもらっとるですけども、社

会福祉協議会のやってることが我々としてよく見え

なくて、自治会でもそうなんですけども、自治会の

ほうの受け止め方は、市から言われてるというふう

に捉えてるケースのほうが多いんですよね、圧倒的

に。それは、今部長が言われたように市の福祉を支

えるために、社会福祉協議会があるよっておっしゃ

ってる意味は分かるけども、言われたほうからすれ

ば、これは市から言われてるというふうに捉えざる

を得ないというのが現実にあると思うので、その割

には結構自分たちの事業のほうで推進していくって

いうか、ちょっとよく分からないので今後また質問

させていただくケースがあるかと思いますが、よろ

しくお願いをいたします。 

 それで、今部長が言った37件っていうの、そうい

ったもろもろのことを自治会に頼むんですけども、

そういったときに自治会担当職員の専属とまでは言

わなくても、かなりの部分はこの人に言えば大丈夫

だよというような職員の配置というのを図ることは

可能ですか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 ちょっと答えになるかどうか分かりませんが、そ
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れぞれいろいろな業務において自治会のほうへ、そ

れぞれの担当各課のほうで行っているかと思います。

業務の内容を掌握してるのは各課のほうでございま

すので、各課のほうから丁寧な説明ができて、なお

かつサポートをしっかりその間、担当課のほうでや

っていただくような形がベストではないかなという

ふうには思いますが、まずはこういうものについて

どこに聞いたらいいのというような御相談等があり

ましたら、市民課の協働共生係のほうへお尋ねいた

だければ、そちらのほうで改めておつなぎさせてい

ただければというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○11番（土屋和幸） ありがとうございました。 

 それでは、２番目へ行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○11番（土屋和幸） 自治会の業務の中で、民生委

員の確保といいますか、更新なんかでもあると思う

んですけど、今まだ欠員になってる状況もあるって

いうところもあるようですが、そういった現状と課

題をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 まず民生委員につきましては、定数101人のうち

現時点で２地区、２名が欠員となっております。民

生委員の担い手不足は、これは全国的な問題でもあ

ると認識をしております。地域コミュニティの崩壊

によりまして、地域住民のお付き合いや助け合いは

希薄となり、反面、地域や住民を取り巻く諸問題は

多様化・複雑化の一途をたどり、その膨大な量の諸

問題には専門性の際立った解決方法が求められる時

代となっていると感じております。 

 このような背景から、地域を見守る民生委員の皆

様にかかる御負担も増え、湖西市においてもその担

い手が見つけにくい状況となっていると考えており

ます。 

 民生委員の皆様には、地域の諸問題を未然に防ぐ、

いわゆる初期消火に当たっていただき、地域の解決

が困難な事案を、行政など専門機関へつなぐ役割を

担っていただいてるところでございます。 

 地域の皆様には、この役割の重要性を御理解いた

だくとともに、市としても民生委員の皆様と話合い

を重ね、委員本来の職務以外の負担を極力削減する

など、関係者の皆様の御協力をいただきながら欠員

の補充、成り手不足の解消を目指してまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○11番（土屋和幸） ありがとうございます。私が

以前、民生委員って何やるのって担当課に言ったと

きに、民生委員は困った人を関係機関につなぐだけ

だよって担当者に言われたことがあるんですけども、

そんなら僕でもできるよねっていう話をしたことが

あるんですけども、今部長の話だとちょっと、個人

の認識の差だと言えばそれまでなんですけども、そ

ういうふうな個人の課の中でも、大分認識の差があ

るようなので、しっかりお願いしたいなというふう

に思います。 

 今２人欠員っていう話だったんですけども、こう

いった経過は結構、期間的には続いているですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 今回、欠員になってるところにつきましては、今

回改選になりましたのが令和４年12月１日からの改

選となります。以降、見つかっていないという状況

になります。 

 中には３年の任期の中、ずっと見つからないとい

う地区もあると聞いておりますので、早い方は短期

間で見つかる地区、見つからない地区は１任期、３

年間見つからないというようなこともあるというこ

とでございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○11番（土屋和幸） ありがとうございます。そう

いったことで、なかなか成り手がないという実態が

あるわけですが、そういったことで民生委員の業務

がかなり重いっていう話が伝わったりすると、私じ

ゃとてもできないわっていう方もあるやもしれませ

んので、民生委員の負担をできるだけ軽くしてあげ

るということが大事かなと思いますので、よろしく
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お願いいたします。 

 じゃあ３番目。 

○議長（馬場 衛） ３番目ですね、どうぞ。 

○11番（土屋和幸） 保健推進員の役割確保と業務

内容について、どのように考えてるかお伺いをいた

します。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 保健推進員は、地域における市民の健康づくりを

市と連携して推進するために設置されるもので、自

治会の推薦に基づき、市長が委嘱をさせていただい

ています。 

 任期は２年で、定員70人、１年ごとに半数を改選

することとしておりますが、推薦が困難な地区もあ

りまして、令和５年度においては６人３地区が欠員

となっております。 

 保健推進員には、年１回以上の地区での活動、そ

れから研修をお願いをしております。地区の活動に

つきましては、今まで単独で実施をしていただいて

おりましたが、なかなか人を集めるのが難しいとい

うこともございまして、自治会の会合やイベントな

どと同時に実施することで効率化を図るということ

と、研修につきましてはお仕事をお持ちの方がござ

いますので、平日の研修だけではなく土曜日や夜間

に開催し、参加しやすくするなどして推進員の負担

軽減に努めているところでございます。 

 推薦していただく自治会の皆様には、活動内容を

書面により説明させていただいております。また、

新たに委嘱された委員の皆様には、保健推進員活動

ガイドラインというのを作成しておりますので、こ

れにより活動内容を御理解いただけるよう、努めて

いるところでございます。 

 また、２年目の方になりますが、既に委嘱され実

際の活動が市がお願いしている職務以上のものにな

っていないかなど、聞き取りを行っているところで

もございます。 

 いずれにいたしましても、市の健康事業を広く市

民の皆様に展開し、健康意識の向上を図るためには

保健推進員は必要不可欠でありますので、活動を魅

力あるものにするのはもちろんのことですが、今後

も自治会の皆様との御協力をいただきながら、推進

員の確保に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○11番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 保健推進員のことですが、保健推進員をお願いに

行った人が、何をするですかと言ったらよく分から

ないけどっていう話と、よく分からない人が頼みに

きたものを頼まれたほうが分かるわけないんで。そ

ういうことがあるのと、また任期も自治会によって

は４年間のところもあるような話も伝わってくるで

すよ。それで、そういったことを考えると、今部長

さんが言われたように、書面でもう少し詳しいもの

をしっかり渡して説明をするということでしたが、

できるだけ分かりやすいものをつくっていただくと

いうことと、それと市が考えてる保健推進員と自治

会が考えてる保健推進員に多少差があると、例えば

いついつやらなきゃいけないのに、保健推進員だか

らやってよって言われることが多々あるですよね、

やっぱり。そういったことは、あくまでも自治会と

して頼んでくださいねという話を自治会のほうにさ

れたほうがよろしいかと思いますので、その辺のこ

とをお願いしたいなというふうに思います。保健推

進員については以上でお願いします。 

 じゃあ、４番目へお願いします。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○11番（土屋和幸） 上記以外の市から委託される

各委員についても、よく検討していただきたいので

すがいかがでしょうか。これちょっと大ざっぱな質

問で、どなたが答えていいかよく分からないような

ところがあるけど。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 市から自治会へ委員の推薦や就任を依頼する際に

つきましては、その事前に必要性や負担軽減を十分

に検討するほか、依頼に際しましてはその意義や内

容を丁寧に説明し、御理解いただけるように努めて

まいりたいと考えております。 

 また、お引受けいただいた委員が活動する中で感

じた不安や不満をため込むことがないよう、十分な
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サポートもしてまいりたいというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○11番（土屋和幸） ありがとうございます。自治

会のことなんですけども、例えば老人クラブもそう

ですし、老人会っていいますか、それとか婦人会と

か子ども会なんかも解散が相次いでいるんですけど

も、これは部長さんの関わりがないかもしれないけ

ども、こういう地域が崩れていくということが自治

会の運営上は非常に支障が出るという部分があるの

で、その辺について老人クラブ、そういったところ

を何か知恵を出していただいて、何かいい方法を見

つけていただく、今からこれやるとかそういうこと

は言えないと思うんですけども、よろしくお願いし

たいと思います。 

 それからちょっとお願いなんですけども、私ども

で議会報告会なるものをやってるんですけども、議

会報告会の中で自治会に対する要望が結構あるです

よね。それで、これをどういうように捉えるかって

いうことがあるんですけども、自治会の活動は市と

の連絡調整が膨大であり、当たり前のようにお願い

されると、それとか自治会をもっと大事にしてほし

い、それとか先ほどから申し上げてる老人クラブの

役員の成り手がなくて解散してるとかいろいろな意

見が、議会報告会っていうと自治会の関係の方が御

出席されることが多いので、そこらも含めて十分留

意していただくと。それともう一つだけ、今各課の

調整って言ったですけど、自治会との窓口は各課じ

ゃなくて、市民課なら市民課を通して自治会にお願

いするということは難しいもんなんですか、まとめ

て一度は市民課を通してお願いするというのは。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 ケース・バイ・ケースになろうかと思います。一

概に市民課がワンストップでやるというのもできな

いことはないとは思うんですが、ただ自治会から出

していただく例えば要望や何かにつきましては、各

課に直接出していただいたり、話を持っていってい

ただいたりするような内容もございますので、そこ

のところは本当に何度も申し上げるようで恐縮なん

ですが、ケース・バイ・ケースであるというふうに

考えます。 

 ただ、いろいろ御相談事、最初にこれについて市

のどこに聞いたらいいか分からないから、とりあえ

ず聞きたいなというようなときにつきましては、市

民課のほうへお気軽に御相談いただければというふ

うに思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○11番（土屋和幸） 部長の言ってる意味は十分理

解できるですけども、例えばあの課からこの事業を

やってほしいって自治会へ投げかけても、そういっ

たものをある程度集約できるような仕組みをちょっ

と考えていただけるとありがたいなと、これはあく

までも願望ですけども、すみませんがよろしくお願

いをいたします。 

 じゃあ以上で、ありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、11番 土屋和幸君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 次に、７番 滝本幸夫君の発

言を許します。 

  〔７番 滝本幸夫登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、７番 滝本幸夫君。 

○７番（滝本幸夫） ７番 滝本幸夫でございます。

私のほうは、今日の一般質問、農業経営の持続と発

展のためにということで質問をさせていただきます。 

 質問しようとする背景や経緯、現状の農家の抱え

ている困り事を解消して、持続的な営農を実現して

いくためには、農業従事者の減少を食い止め、地域

組織ぐるみで立案、計画を実行していくことが必要

であると思います。農業者に安定して耕作していた

だき、農地法の制度を利用して耕作地を広げ、今ま

で以上に効率のよい農作業を実現していただける環

境と、農作業に必要な耕作機械や燃料、作物の種の

価格安定など、これらの策を考え、実施に結びつけ

ていくことも大切であると思います。また、現状の

営農従事者の人手不足、高齢化による生産性の低下

についても取り上げていく必要があります。地域ご



１３２ 

との対策を官民一体となって進めていくための一助

と思い質問いたします。 

 質問の目的です。未耕作農地の増加に対して、有

効利用をどのように進めるか、農業従事者の高齢化

と人手不足に対して、当市の現在の取組と今後の対

策を明らかにするために質問いたします。 

 １つ目です。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○７番（滝本幸夫） 令和４年５月の農業営農基盤

強化促進法の改正により進められている地区の目標

地図作成や地域計画の進捗状況をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。産業部長。 

  〔産業部長 太田英明登壇〕 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 農業経営基盤強化促進法では、地域計画や目標地

図について、令和７年４月までに各市町で作成をし、

公表をすることとなっております。 

 本市では、市内を５つの地区に区分をし、農業者、

農協、改良区など農業関係者による話合いを行って

おるところです。 

 進捗状況につきましては、令和６年１月に白須賀

地区の話合いを行い、認定農業者、湖西用水土地改

良区役員、農業委員、ＪＡとぴあ浜松など総勢30人

で地域農業の現況把握と課題の共有をし、意見交換

をいたしました。 

 また、先週３月１日には新居地区におきまして協

議をいたしました。令和６年度には知波田地区、新

所・入出地区、鷲津地区の３地区について話合いを

行う予定でございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○７番（滝本幸夫） 今部長からお話がありました

とおり、令和６年の１月に白須賀地区の話合いがあ

りました。それで、私も出席させていただいていろ

いろお聞きしたんですけども、やはり若手の方々が

すごいやる気があって前向きなもんですから、どん

どん継続してやっていかなきゃいけないなというの

は感じましたんで、我々がサポートできることがあ

ればしていきたいと思っておりますんで、よろしく

お願いいたします。 

 じゃあ、２番目へ行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ、２番目へどうぞ。 

○７番（滝本幸夫） 農地バンクの利活用は進んで

いるか、現状の推移を伺います。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 農地バンク事業による農地の貸借に関わる権利の

設定につきましては、年々増加をしておりまして、

令和５年度の今現時点におきまして、令和３年度と

比べまして８ヘクタール増え、約38ヘクタールが農

地中間管理事業を通して担い手へ集積・集約をされ

ております。 

 今後の農地バンク活用の推進方針といたしまして

は主に３つありまして、１つ目は令和６年度中の相

対契約の更新につきましては、静岡県農業振興公社

が実施をする農地中間管理事業による、利用権設定

の切替えを積極的に案内します。 

 ２つ目は、吉美地区再基盤整備の事業化のため、

担い手への農地中間管理事業による利用権設定を推

進いたします。 

 ３つ目は、地域計画策定のための地域の話合いの

際に、ＪＡとぴあ浜松などと協力をし、積極的に農

地中間管理事業への活用を推進してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○７番（滝本幸夫） ありがとうございます。現状

の推移を今お伺いしたわけですけれども、今後もず

っと続けていかなきゃなんないことがいっぱいある

わけなんですけども、次の問いに行っちゃいます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○７番（滝本幸夫） 多面的機能支払交付金の活用

状況を伺います。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 現在、13の組織が多面的機能支払交付金を活用し

まして、耕作組合などによる草刈りや水路などの泥

上げ、景観形成のための植栽活動、水路やパイプラ

インなどの農業用施設の補修など、各組織による計

画の下、農村環境の維持管理を行っております。 
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 この交付金を受けるため、耕作組合などの団体が

なく、農業用施設の維持管理が十分にできていなか

った白須賀地区におきましても、令和４年度に新た

にＮＰＯ団体が設立をされ、令和５年度より当団体

や地元農業者と農道や水路などの農業用施設の維持

管理などについて協議を始め、令和７年度以降の交

付金の活用を目指して取り組んでいます。 

 また、令和７年度からは、各耕作組合などから湖

西用水土地改良区が事務を受託できるよう準備を今

進めておりまして、高齢化などによって事務が担え

ない、耕作組合の事業参入や事業の継続に期待をし

ております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○７番（滝本幸夫） 今、現場の困り事っていうこ

とが中心で動いてはおりますけれども、ＮＰＯ法人

の団体なんかもやっぱりそうですけれども、なかな

か時間を取れないっていう部分と、それからあまり

にも場所が広過ぎて耕作するのに大変だよというこ

とで、一度草が生え出すと物すごい勢いで生えちゃ

うもんですから、夏場なんか毎日行かなきゃいけな

いぐらいになってるような状況で、ですから環境整

備っていうことも加味した上で、それから農道なん

かもなかなか直らないもんですから、そちらのほう

の整備なんかも必要になってくるかなと思われます

ので、またその件は後でお願いしたいなと思います。 

 次です。 

○議長（馬場 衛） ４番目ですね、どうぞ。 

○７番（滝本幸夫） 農産物の地産地消の状況をお

伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 豚肉につきましては、畜産衛生対策協議会による

小中学校へのとぴあ浜松ウインナーの提供や、今年

度行いましたけども飲食店に御協力をいただきまし

て「ご当地グルメプロジェクトＰ１フェア」などを

通じまして、市民の畜産への理解を深め、愛着を持

ってもらうとともに、湖西市で養豚が盛んなことを

ＰＲしております。 

 特に、湖西ポークにつきましては、市内スーパー

の「かきこや」で継続販売に加え、新たにふるさと

納税の返礼品として追加するなど、ＪＡとぴあ浜松、

浜松ハム、かきこやなど事業者の協力を得ながら市

内外へ認知度向上を図っています。 

 また、野菜につきましては、砂糖えんどうの新規

就農セミナーの開催を通じて、担い手の確保に取り

組んでおります。 

 加えて、小学校におきましても農業振興協議会や

ＪＡとぴあ浜松による馬鈴薯や水稲の農作業体験事

業なども行っておりまして、子供たちに農業を身近

に感じてもらう取組も実施をしているところでござ

います。 

 さらに、水産業につきましては、静岡県等と共同

でアサリ資源の回復、漁業者支援としてのクロダイ

の商品化、飲食店での活用促進のための試食会を開

催しております。 

 引き続き、様々な市内特産物の地産地消の取組を

関係機関と協力をして、継続、発展してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○７番（滝本幸夫） ここのところでは、やはり農

業体験を小学生がやっているということでお聞きし

たんですけれども、やはり子供の頃から土に触れる

だとか、大人がつくった環境でなじんでいただくと

いうようなことはすごい大事だと思いますので、こ

ういうことはＮＰＯに限らずほかのところでも推進

していただきたいなと思うということと、それから

このクロダイの商品化っていうのが皆さんぴんとく

るかどうか分かりませんけれども、クロダイがアサ

リを食べちゃうっていうことですよね、基本的には。

そこんところを、クロダイをいっぱいとって商品化

しちゃおうというお話ですね。こういうことは関連

づけて考えていかないと、なかなか生まれてこない

もんですから、この辺の関連づけ、農業それから漁

業それからもちろんもう一個、林業。林業はあんま

りないですけど、そういったことを関連づけて考え

ていくっていうことと、それからいろんな遊びに絡

めていくということも必要なんで、いろんなイベン

トの中でこういう子供たちが農業を体験できるよう

なところっていうのは、増やしていただけたらいい
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なと思ってますんで、よろしくお願いいたします。 

 じゃあ、次へ行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○７番（滝本幸夫） ５番目、人材確保のために農

業課程に在籍している高校生との意見交換会や農業

実習の活用意向を伺うっていうことなんですけども、

いかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 農業高校などの学生との意見交換につきましては、

静岡県やＪＡとぴあ浜松などと連携をし、検討して

まいります。また、高校等の農業実習につきまして

はその高等学校、学校のところに近いところ、地域

で実習を行うということが一般的でありまして、本

市の農業者との交流・連携はなかなか難しいものが

あるというふうに考えています。 

 一方で、市内の養豚農家では、静岡県立農林大学

校での企業説明会に参加をしまして、積極的に若手

の雇用などを行っております。しかしながら、農業

実習を受け入れるには、農業者側の体制づくりも大

変重要となってまいります。静岡県やＪＡとぴあ浜

松と協力をし、国や県の補助制度を活用できる農業

者の育成に努めるとともに、これからの農業に合っ

た農地など、基盤整備を行うなど湖西市の農業が持

続的に発展できる環境整備に努めてまいりたいと考

えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○７番（滝本幸夫） 最後のほうに出てきました農

業実習を受け入れてっていうようなことなんですけ

れども、農地は本当に御覧のとおりで、皆さん見て

いただくと分かると思いますけどいっぱいあります

んで、いかに高校とのコラボレーションといいます

か、そういうのをつけていただいてなじんでいただ

いて、職住近接につながるところまでいけたらいい

なと思うんですけども、学校を創れるかどうかはち

ょっと私には分かりませんけれども、農業を専門と

は言いませんが農林業、それから漁業も含めてそう

いったところを湖西市に誘致するようなことができ

るんでしょうか、ちょっとそういうの分かりません

ので教えていただきたいんですが。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） 学校自体はすぐにという

ような、今の需要というかものがあります。今磐田

市のほうには磐田農業高校とか、昔は浜松市のほう

にもいろいろありましたが、時代とともに大体高校

のほうも農業学校というのも少しずつ減っているっ

ていうのが現状かと思います。 

 本当に、農業のほうは持続的なところで大変重要

なところだと私たちも考えておりますので、できる

だけ農業体験とかそういったところを通じて、学生

のほうに体験いただければというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○７番（滝本幸夫） 簡単にはいかないというのは

分かってますけれども、やはり実際に住んでいただ

くというところを最終目標とするならば、若いうち

からいろんな体験をしていただいて生かしていきた

いなと思ってますので、自然にあふれた湖西市をア

ピールしていくためにも、やはりその世代の人間を

育てていかなきゃいけないなと思いますので、それ

については何とか自分もできる限りの努力はしたい

なと思いますんで、よろしくお願いいたします。 

 じゃあ、以上で終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、７番 滝本幸夫君の

一般質問を終わります。 

 これをもちまして、本日予定しておりました一般

質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 以上で、本日の日程は終了い

たしました。本日はこれにて散会いたします。お疲

れさまでございました。 

午後２時00分 散会 

───────────────── 


